
南
太
平
洋
諸
国
に

お
け
る
経
済
と
農
業

金

井

道

夫

一

は

じ

め

に
(I
.)

本
稿
は
'
南
太
平
洋
委
員

会

(

略
称
s
p
c
)
に
参
加
し
て
い
る
二
〇

(2
)

の
小
島

国

の
経
済

･
農
業
に
つ
い
て
'
そ
の
共
通
性
に
力
点
を
置
い
て
記

し
'
こ
れ
ら
の
国
の
発
展
可
能
性
'
発
展
に
対
す
る
日
本
の
協
力
可
能
性

の
検
討
用
資
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
二
〇
カ
国
を
ほ
ぼ
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
な
ら
べ
る
と
'

次
の
通
-
で
あ
る
｡
な
お
､
こ
れ
ら
の
国
を
総
称
し
て
｢南
太
平
洋
諸
国
｣

と
呼
び
'
こ
れ
ら
の
国
の
あ
る
地
域
を

｢南
太
平
洋
地
域
｣
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
｡《

ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
結
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

ア
メ
リ
カ
領
サ
モ
ア

Am

erican

Sa
m
oa
.
本
書
で
は

｢米
領
サ
モ

ア
｣
と
す
る
｡

ク
ッ
ク
諸
島

C

暮k
lslan
d
s.
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
自
治
領
｡

フ
ィ
ジ
ー

Fiji.

一九
七
〇
年
イ
ギ
リ
ス
よ
-
独
立
.

フ
ラ
ン
ス
領

ポ
リ
ネ
シ
ア

Fren
ch
P
o
t
yn
e
s
ia
.本
書
で
は

｢仏
領

ポ
リ
ネ
シ
ア
｣
と
す
る
｡
タ
ヒ
チ

な
ど
を
含

む
｡

キ
リ
バ
ス

K
irib
a
ti.旧
名
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

(G
ilb
ertlslands)

と
い
う
の
が

一
九
七

九
年
独
立
し
た
も
の
｡
し
た
が
っ
て

'
統
計
な
ど
は
'

こ
の
位
置
に
入
っ
て
い
た
り
'
旧
名
の
ま
ま
だ
っ
た
り
す
る
.

グ
ア
ム

G
u
am
.

ア
メ
リ
カ
領
｡

ナ
ウ
ル

N
au
ru.
一
九
六
八
年
'
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
の
信
託
統
治

領
よ
り
独
立

｡

こ
rl
I
カ
レ
ド
ニ
ア

N
ew

C

a
le
d
o
n
ia.

フ
ラ
ン
ス
領
O

バ
ヌ
ア
ツ

V
an
u
a
tu.
｢
ヴ

ァ

ヌ
ア

ツ
｣
と
い
う
表
記
の
し
か
た
も

あ
る
｡
旧
名

ニ
ュ
ー

へ
ブ
リ
デ
ス

(N
e
w

H
e
b
rid
e
S)
と
い
っ
て
英
仏

共
同
統
治
下
に
あ

っ
た
の
が

一
九
八
〇
年
独
立
し
た
も
の
O
し
た
が
っ
て
'

統
計
な
ど
で
は
'
ま
だ
こ
の
位
置
に
入
っ
て
い
た
り
'
旧
名
の
ま
ま
だ
っ

た
り
す
る
｡

〓
ウ
エ

N
iue
.
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
自
拍
領
O

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

N
o
rfo
rk
I
sland
.
単
に

｢
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
｣
と

す
る
｡
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
領
｡

二
〇
一



《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
帝
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

パ
プ
ア
二
一
ユ
ー
ギ
ニ
ア

P
a
p
u
a
N
ew

G
uin
ea.
略
称
p
N
G
｡

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
パ
プ
ア
と
'
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
信
託
統
治
領
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
が

一
九
七
五
年
合
併
独
立
し
た
も
の
｡
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
東
半
分

(西
半
分

〔
西
イ
リ
ア
ン
〕
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
と
付
近
の
島
を
含
む
｡

ピ
ト
ケ
ア
ン
諸
島

P
it
cairn
-
S-and
s.
単
に

｢ピ
ト
ケ
ア
ン
｣
と

す
る
｡
イ
ギ
リ
ス
領
｡

ソ
ロ
モ
ン
諸
島

S
o
lom
on

Zsland
s
1

1
九
七
八
年
イ
ギ
リ
ス
よ
り

独
立
O

ト
ケ
ラ
ウ

づ
okelau.
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
保
護
領
｡

ト
ン
ガ

T
o
n
ga.
1九
七
〇
年
イ
ギ
リ
ス
よ
り
独
立
O

太
平
洋
諸
島
信
託
統
治
領

T
ru
st
T
e
rr
itory
of
th
e
P
a
cific

istan
d
s

.略
称
T
T
p
I
.
単
に
t
P

ac
i
A
c
lstan
d
s
と
呼
ぶ
こ
と

も

あ
る｡
アメ
リ
カ
の
信
託
統
治
領
で
'
第
1次

大
戦
ま
で
は
ド
イ
ツ
領
'

第
二
次
大
戦
ま
で
は
日
本
の
信
託
統
治
領
で
あ
っ
た
｡
｢
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
｡
本
書
で
は
､
｢米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
｣
と
呼

ぶ
o
な
お
.
こ
の
地
域
は
'

一
九
八

1
年
の
信
託
統
治
完
了
に
よ
-
'
四

つ
の
内
政
自
治
国
に
分
か
れ
た
｡
サ
イ
パ
ン
'
テ
ニ
ア
ン
な
ど
を
含
む

｢北
マ
リ
ア
ナ

(N
o
r{h
e
rn
M
a
r
ian
a)
諸
島
｣'
パ
ラ
オ
､
ア
ン
ガ
ウ

ル
な
ど
を
含
む

｢ベ
ラ
ウ
(B
e】au
ま
た
は
パ
ラ
オ

P
a
-au
)
共
和
国
｣'

ビ
キ
ニ
'

エ
ニ
ウ
ニ
ト
ツ
ク
'

ク
ェ
ゼ
リ
ン
'

マ
ジ
ュ

ロ
な
ど
を
含
む

｢
マ
ー
シ
ャ
ル

(M

ar
sh
all)
諸
島
｣'
ヤ
ッ
プ
'
オ
レ
マ
イ
'
ト
ラ

ッ

710
11

ク
'
ボ
ナ
ペ
'
コ
ス
ラ
エ
な
ど
を
含
む
｢
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
(M
ic
r
onesia)

連
邦
｣
で
あ
る
Q
分
離
に
あ
た
っ
て
政
治
的
に
い
ろ
い
ろ
ゴ
タ
ゴ

タ
が
あ

り
'
ま
だ
落
ち
着
い
て
い
な
い
L
t
統
計
類
も
分
か
れ
て
え
ら
れ
な
い
も

の
が
多
い
の
で
'
本
稿
で
は
'
ま
と
め
て

｢米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
｣
の
ま

ま
に
し
た
場
合
が
多
い
｡

ツ
バ
ル

T
uvatu.
｢
ト

ゥヴ
ア
ル
｣
と
書
く
こ
と
も
あ
る
O
も
と
は
'

｢
エ
リ
ス
諸
島

(E
E
ce
l

s-an
d

s)｣
と
い
い
'
英
領
ギ
ル
バ
ー
ト
･
エ

リ
ス
諸
島
だ
っ
た
の
が

'
一九七八年
分
離
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
｡

ウ
ォ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ

W
a
〓
is
an
d
F
u
tu
n
a
.
｢
ワ
リ
ス
及
び
フ
ト

ゥ
ナ
｣
と
書
く
こ
と
も
あ
る
｡

フ
ラ
ン
ス
領
｡

西
サ
モ
ア

W
e
stern
Sa
m
o
a
.
単
に

｢
サ
モ
ア
｣
と
な
っ
て
い
る

場
合
も
あ
る
が
'
｢米
領
サ

モ
ア
｣
と
区
別
す
る
た
め
通
例

｢西
サ
モ
ア
｣

と
呼
ぶ
｡
こ
の
地
域
最
初
の
独
立
国

(
一
九
六
二
年
独
立
｡
lニ

ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
よ
り
)
で
あ
る
｡

以
上
二
〇
カ
国
の
あ
る
地
域
は
'
第

1
-
1
図
の
地
図
に
し
め
す
通
り
'

太
平
洋
の
赤
道
を
は
さ
ん
だ
南
北
に
広
が

り
'
ま
た
日
付
変
更
線
の
両
側

に
広
が
っ
た
広
大
な
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
地
域
は
'
人
種
的
'
文
化
的
に
'
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
メ
ラ
ネ
シ
ア
､

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
三
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
る
｡

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
'
ほ
ぼ
赤
道
の
北
側
で
あ
り
'
赤
道
の
南
側
の
う
ち
'
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《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

西
側
が
メ
ラ
ネ
シ
ア
'
東
側
が
ポ
-
ネ
シ
ア
で
あ
る
｡
二
〇
カ
国
を
分
け

れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
｡

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

キ
リ
バ
ス
'
グ
ア
ム
へ
ナ
ウ
ル
､
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
ツ
バ
ル

(
ツ

バ
ル
は
人
種
的
に
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
属
し
'
英
領
ギ
ル
バ
ー
ト

･
エ
リ
ス

諸
島
か
ら
分
離
独
立
し
た
の
も
人
種
の
ち
が
い
が

1
因
と

聞
い
て
い
る

が
'
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
入
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
'
こ
こ
で
も
そ
う
し
て

お
く
)｡

メ
ラ
ネ
シ
ア

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
バ
ヌ
ア
ツ
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
'
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
､
フ
ィ
ジ
ー

(
フ
ィ
ジ
ー
は
'
人
種
的
に
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
だ
が
'

人
口
の
約
半
数
を
砂
糖
キ
ビ
労
働
者
と
し
て
移
住
し
た
イ
ン
ド
人
の
子
孫

が
占
め
る
の
と
'
文
化
的
に
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
近
い
の
で
'
ポ
リ
ネ
シ
ア

に
入
れ
る
人
も
あ
る
)
'

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク

(
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
は
ピ
ト
ケ
ア

ン
か
ら
の
移
住
者
が
半
数
を
占
め
る

〔
残
り
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
住
者
〕
の
で
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
入
れ
た
ほ
う
が
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
'
地
図
上
の
位
置
か
ら
こ
こ
に
入
れ
て
お
く
)｡

ポ
リ
ネ
シ
ア

米
債
サ
モ
ア
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
ニ
ウ
ニ
'
ト
ケ
ラ

ウ
'
ト
ン
ガ
'
ウ
オ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
､
西
サ
モ
ア
'
ピ
ト
ケ
ア
ン
｡

二
〇
四

注
(
-

)

南
太
平
洋
委
員
会

(South
P
acifi
c
C
om
mi
ssio
n

略

称

s
p
c
)
は
'
木

部
を
ニュ
ー
カ
レ
ド
.1
7
の
ヌ
メ
7
に
置

-

'
一
九
四
七
年
創
立
の
地
域
協
力
機
構
で
あ
る
.
参
加
国
は
'

本
稿
で
扱
-
二
〇
ヵ
国
の
外
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
'
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ソ
ド
'
7
メ
リ
カ
'
7
ラ
ソ
ス
'
イ
ギ
リ
ス
の
'
こ
の
地

域

に
館
土
を
持
つ
先
進
国
を
含
む
O

(

2

)

二
〇
カ
｢
国
｣
と
記
し
た
が
'
植
民
地
等
を
含
む
の
で
'
｢
政

治
的
領
域
｣
と
す
べ
き

か
も
し
れ
な
い
｡
こ
こ
で
は
便
宜
上

｢
国
｣
と
し
た
｡

二

南
太
平
洋
諸
国
の
特
g
(

本
章
で
は
'
南
太
平
洋
諸
国
の
特
質
を
い
-
つ
か
の
指
標
で
み
て
み
よ

>
つ

.H

面
積
と
人
口

ま
ず
面
積
と
人
口
を
'
第
2
-
1
表
で
み
て
み
る
｡

人
口
は
'
パ
プ
ア
:
l
ユ
ー
ギ

ニ
ア
の
二
九
九
万
六
千
人
を
別
格
に
す

れ
ば
'
フ
ィ
ジ
ー
の
六
三
万
四
千
人
が
最
高
で
'
最
低
は
'
ピ
ト
ケ
ア
ン

で
百
人
で
あ
る
｡

面
積
は
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
四
六
万
二
二
四
三
平
方
キ
ロ
を

別
に
す
れ
ば
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
二
万
八
五
三
〇
平
方
キ
ロ
を
最
高
に
'



第2-1表 南太平洋諸国の人 口 ･土地 ･海洋面積

国 名

米 債 サ モ ア

ク ッ ク諸 島

フ イ ジ -

仏 便
ポ リ ネ シ ア

キ 1) バ ス

海 洋 【人 口

･fkm2)i(̂ k,m2)

390

1,830 1;451

1.8

-1.4

634,100. 18,272

148,I..: 3,26,

58,6CO

グ ア ム: 105,80:);

: 'L /:; 7･300
ヵ レ ド ニ 71 139,400i

ll

ニ ウ エ; 3,400!

ノー フォー ク

パ プア ･ニ ュ

ーギ ニ7

ピ ト ケ ア ソ

ソ ロモソ諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ソ ガ'

米 飯

ミク ロ 不シ ア

ツ ノミ ′し

ウ オ リ ス ･

フ ツ ナ

西 サ モ ア

二
〇
五

0

1

1

3

0

9

′0

0ノ
4

つん

O

QU
EJ

3

′0

5

･1

8

つ山

9

1

3

L{)
0

0

9

つん

4

3

1

0ノ

3

つん

5

∠0

8

5,030

OLL,0

乱

20

40

80

90

∞

20
00

40

90

∞
0

5

.
3

7

′0

3

4

1

8

3

2

7

つん

3
,
n

3

1

6

｢〇

5

∠U

8

7

4

8

9

4

1

3

･≡萱L n宇土宇

2,;喜…工 …喜;2…≡∃ …≡喜

:∴ ∴ ､∴ し::

1.8

-0.9

1.9】

2.2

漂 白J臣

1,683

63

1,572p

~ _三 二二

南太平洋諸

藷

G
洋

N
平

p
太

陰
育
(

○

(∪

80

53

4

8

0ノ

9

8

8

A
`

I
.

国

国) 5…三',;;ヨ22:;32:0.

出典 :SPC(1980),SouthPacijicEconouu-e･51978:StaiiSiicalSumma7-y.

SPC(1982),SouthPacz'jcEconomies1980:StatisticalSummary.
堤. pは暫定値. くわ しい注は省略. グアムの海洋面積は,米飯 ミクロネシアに

含 まれ る. ノーフォー クの人 口は 1979年を基礎 に してい る.



第2-2表 米領 ミクロネシアの人口と面積

出典 :人口 (1973年.セ-/サスの年)と陸地面積は, 7ジ7太平洋研究会 『南太

平洋の経済協力の現状』.
人口(1980年推計)は,PaclfZ'cZskZndSYearbook,14thed.,1981.

二
〇
六

最
低
は
ピ
ト
ケ

ア
ン
の
五
平
方
キ
ロ
で
あ
る
｡

(参
考
ま
で
に
､
米
領
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
を

四
つ
の
内
政
自
治
国
に
割
っ
た
も
の
の
数
字
を
第
2
-
2

表
に
か
か
げ
て
お
く
｡)

南
太
平
洋
諸
国
全
体
で
も
'
世
界
の
中
で
は
約
〇
･
1
二
五
野
の
人
口

が
'
約
〇
二
二
大
野
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
o
パ
プ
ア
･
ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
除
く
と
'
約
〇

･
〇
六
界
が
'
約
〇

･
〇
五
解
の
土
地
に

住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
｡

人
口
･
面
積
と
も
国
に
よ
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
あ
る
が
'
小
さ
い
こ
と

で
は
共
通
し
て

い
る
｡

人
口
密
度
は
､
地
域
全
体
と
し
て
み
る
と
'

一
平
方
キ
ロ
当
た
り
九
人

と
低
い
｡
こ
れ
は
'
人
口
の
約
六
割
を
占
め
る
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
人
口
密
度
が
低
い
た
め
で
'
こ
れ
を
除
く
と
'
二
一
人
と
な
る
｡
こ
の

人
口
密
度
も
国

は
よ
っ
て
か
な
り
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
'
ナ
ウ
ル
の
三

四
八
人
'
ツ
バ

ル
の
二
八
八
人
か
ら
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
八
人
'
ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア
の
七
人
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
六
人
ま
で
'
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
｡

過
去

一
〇
年

の
年
平
均
人
口
増
加
率
は
'
地
域
全
体
で
は
'
二
･
二
%

で
あ
る
が
'
1
解
台
が
四
カ
国
で
'
マ
イ
ナ
ス
の
国
が
'
ク
ッ
ク
諸
島
'

ニ
ウ
エ
'
ト
ケ

ラ
ク
の
三
カ
国
あ
る

(
こ
の
三
カ
国
は
'
宗
主
国
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
自
由
に
移
住
で
き
る
こ
と
に
よ
る
社
会
減
が
大
き
い
).



陸
地
面
積
は
'
前
述
の
よ
う
に
小
さ
い
が
'
そ
れ
に
比
べ
る
と
海
洋
面

積
は
非
常
に
大
き
い
｡
全
体
で
二
九
三
九
万
平
方
キ
ロ
に
な
り
'
陸
地
面

積
の
約
五
三
倍
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
除
く
と
二

一六
二
七
万
平

方
キ
ロ
で
'
陸
地
面
積
の
三
百
倍
近
く
な
る
｡
こ
の
こ
と
は
､
こ
れ
ら
の

国
が
'
国
内
で
い
か
に
小
さ
な
島
に
分
か
れ
'
散
開
し
て
い
る
か
を
示
す
｡

こ
れ
は
同
時
に
'
二
百
カ
イ
リ
時
代
に
漁
業
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

日
本
と
'
そ
の
日
本
が
こ
れ
ら
の
国
に
漁
業
の
開
発
協
力
を
す
る
可
能
性
'

と
に
結
び
つ
い
て
く
る
｡

肖

｢島
国
性
｣
｢訊
立
性
｣
｢小
規
模
性
｣

ア
ジ
ア
開
発
銀
行

(A
D
B
)
の
出
し
た

『南
太
平
洋
農
業

‥
選
択
と

3E
凸

制
約
-

一
九
七
九
年
南
太
平
洋
農
業
調
査
』

は
'
こ
の
地
域
の
イ
ギ
リ

ス
系
七
カ
国

(
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
'
フ
ィ
ジ
ー
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'

西
サ
モ
ア
'
ト
ン
ガ
'
キ
リ
バ
ス
'
ク
ッ
ク
諸
島
｡
同
行
の
加
盟
国
で
あ

る
)

の
基
本
的
特
徴
と
し
て
.

｢島
国
性
｣
l
ns
ularity
,

｢孤
立
性
｣

I
so
-ation
-
｢小
規
模
性
｣
S
m
a〓
S
c
a-e
〉
を
あ
げ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
'

他
の
国
々
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
｡

パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
島
は
大
き
な
島
で
あ
り
'
同
じ
く
'
ラ
バ
ウ
ル
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ブ

リ
テ
ン
島
は
か
な
り
大
き
な
島
で
あ
る
が
'
こ
れ
以
外
の
南
太
平
洋
諸
国

《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
肯
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

第 2-3表 フィジー国スバ市より主要市場-の距離

オ ー ス トラ リア (シ ドニー)

ニ ュー ジ ー ラソ ド (オ ー クラソ ド)

日 本 (横 浜)

香 港

シ ソガポ ール

ア メ リカ (サ ソ フ ラソシ ス コ)

望 三三 三;ノ憲 :?y テル ダ ム)

出典 :ADB (1980)『南太平洋農業』,



第 2-4表 同じ国の中で人間が居住している島同志の距離
(単位 :kn)

クック瀬島 l キ 1)バ ス

出典 :ADB (1980).

の
島
々
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
｡

ま
た

『
南
太
平
洋
農
業
』
で
は
'

孤
立
性
の
例
と
し
て
'
第
2
-
3
表

の
よ
う
な
'
フ
ィ
ジ
ー
の
首
都
ス
バ

よ
り
世
界
の
大
都
市

へ
の
距
離
を
あ

げ
て
い
る
｡
地
図
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
'
フ
ィ
ジ
ー
は
'
こ
の
地
域
の

中
心
的
な
位
置
に
あ
る
｡
ま
た
'
後

に
み
る
よ
う
に
'
南
太
平
洋
諸
国
同

志
の
貿
易
で
は
'
フ
ィ
ジ
ー
が
中
心

的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
｡

ま
た
同
書
は
'
島
国
性
と
孤
立
性

の
例
と
し
て
'
ク
ッ
ク
諸
島
と
キ
リ

バ
ス
の
二
国
で
'
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内

の
島
同
志
が
ど
の
程
度
離
れ
て
い
る

か
を
示
し
て
い
る

(第
2
1
4
表
)
｡

ク
ッ
ク
諸
島
は
1
五
の
島
か
ら
な
り
､

キ
リ
バ
ス
は
'
赤
道
の
両
側
'
日
付

変
更
線
の
両
側
に
ま
た
が
る
四
つ
の

二〇
八

グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
数
十
の
島
か
ら
な
っ
て
い
る
が
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

は
約

一
三
〇
'
フ
ィ
ジ
ー
は
約
三
二
〇
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
至
っ
て

は
二
千
も

の
島
か
ら
な

っ
て
い
る
｡

二

万
で
は
'
有
人
島

1
つ
か
ら
な

っ
て
い
る
'
グ
ア
ム
'
ナ
ウ
ル
'
ニ
ウ
ニ
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'
ピ
ト
ケ
ア

ン
､
ト
ケ
ラ
ウ
の
よ
う
な
国
も
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
'
グ
ア
ム
を
除
く
と
'

一
番
人
口
の
多
い
ナ
ウ
ル
で
も
'
七
三
〇
〇
人
に
し
か
す
ぎ
な
い
｡)

㈲

他
の
小
島
国
家
群
と
の
比
較

さ
て
'
こ
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
た
南
太
平
洋
諸
国
で
あ
る
が
'
同
じ

よ
う
な
状
況
に
あ
る
他
の
小
島
国
群
と
比
べ
て
ど
う
で
あ
る
か
'
と
い
う

の
が
t
s
p
C
の
資
料
に
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
0
第
2
-
5
表
は
'

南
太
平
洋
諸
国
(パ
プ
ア
二
二

-
ギ
ニ
ア
を
除
く
)
と
'
カ
リ
ブ
海
の

小
島
国

-
四
と
'
西
イ
ン
ド
洋
の
小
島
国
五
つ
と
を
い
く
つ
か
の
指
標
で

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
｡
カ
リ
ブ
海
の
島
国
と
い
っ
て
も
'
表
に
あ
る
よ

う
な
国
々
で
'
キ
ュ
ー
バ
'
ハ
イ
チ
'
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
'
ジ
ャ
マ
イ
カ
'

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド

･
ト
バ
ゴ
と
い
っ
た

｢大
国
｣
は
入
っ
て
い
な
い
L
t
西

イ
ン
ド
洋
と
い
っ
て
も
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
入
っ
て
い
な
い
｡

こ
れ
を
み
る
と
､
グ
ル
ー
プ
毎
の
人
口
合
計
は
'
そ
う
か
わ
ら
な
い
が
'

グ
ル
ー
プ
の
中
の
国
の
数
は
'
南
太
平
洋
'
カ
リ
ブ
海
'
西
イ
ン
ド
洋
の

順
で
あ
る
か
ら
'
一
国
平
均
の
人
口
は
'
南
太
平
洋
諸
国
が
少
な
い
こ
と

が
わ
か
る
｡

一
方
､
土
地
面
積
は
'
カ
リ
ブ
海
が
南
太
平
洋
の
約
四
分
の



第2-5表 小島喚国の地域特性

出典 :SPC (1982).

注･1) 南太平洋 :パプア ･ニューギ こ7を除 く南太平洋諸国.

カl)7'海 :7ソテ ィグ 7,メ- 7,パル,,;ドス, ドミニカ連邦, グレナ

ダ,グ 7デループ, マルチニ ク,モソ トセ ラー ト, オ ラソダ錬 7ソチ

ル,七ソ ト･キ ッツ ･ネビス ･アソギ ラ, 七 ソ ト･ルシ7,七 ソ ト･

ピソセソ ト, ター クス ･カイコス,バージソ諸島.

西 イソ ド洋 :コモロ, モルジブ,モー .)シャス, レユニオソ,七イシェ
ノレス.

2) 50万人以上 の人 口がある都市- の距離.

一
'
西
イ
ン
ド
洋
が
カ
リ
ブ
海
の
約
三
分
の
1
で
あ
る
か
ら
'

1
国
あ
た

り
の
土
地
面
積
は
'
カ
リ
ブ
海
と
西
イ
ン
ド
洋
で
は
ほ
ぼ
同
じ
で
'
南
太

平
洋
は
約
三
倍
と
な
る
｡

し
た
が
っ
て
'
人
口
密
度
は
'
南
太
平
洋
'
カ
リ
ブ
海
'
西
イ
ン
ド
洋

の
順
に
高
く
な
る
.

大
市
場
へ
の
距
離
は
'
南
太
平
洋
は
'
カ
リ
ブ
海
に
比
べ
は
る
か
に
大

き
く
'
西
イ
ン
ド
洋
と
比
べ
て
も
大
き
い
｡
い
い
か
え
れ
ば
孤
立
性
も
大

き
い
わ
け
で
あ
る
｡

カ
リ
ブ
海
と
の
前
記
の
差
が
'

一
人
当
た
り
輸
出
金
額
の
差
に
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
｡

1
人
当
た
り
国
民
総
生
産
で
は
'
南
太
平
洋
は
'
カ
リ
ブ
海
の
約
八
割

で
あ
る
が
'
西
イ
ン
ド
洋
よ
り
は
四
分
の
一
ほ
ど
多
い
｡

一
人
当
た
り
政
府
開
発
援
助
で
は
'
い
ず
れ
も
二
百
ド
ル
台
で
あ
る
が
'

西
イ
ン
ド
洋
が
'
他
に
比
べ
や
や
少
な
い
｡

叫

南
太
平
洋
諸
国
の
経
済
水
準

前
記
で
南
太
平
洋
諸
国
全
体
の
国
民
総
生
産
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
た
が
'

次
に
各
国
別
に
経
済
的
水
準
を
み
て
み
よ
う
｡

O
E
C
D
の
D
ev
elo
p
m
en
E
a
･o
P
eT･aLion
]979
R
e

view
に
は
､

米
領
サ
モ
ア
'
グ
ア
ム
'
ノ

ー
フ
ォ
ー
ク
､
ピ
ト
ケ
ア
ン
を

除
く
南太
平

洋
諸
国
に
つ
い
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
一
人
当
た
-
所
得
に
よ
る
分
類
が
記
載

二
〇
九



《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
t

l
九
七
六
年
の
1
人
当
た
り
所
得

(米
ド
ル
表

示
)
に
よ
る
分
類
で
'
次
の
よ
う
に
五
段
階
に
な
っ
て
い
る
O

①
後
発
開
発
途
上
国
(L
ea
st
D
e
v
e
to
ped
C
o
u
n
t
rie
s)
-
西
サ
モ
ア

②
そ
の
他
の
低
所
得
国

(O
ther
L
aw
･lncom
e
C
ountrie
s)
-
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
'
ト
ン
ガ

③
低
位
中
所
得
国

(L
o
w
･M
iddle･lncom
e
C
-
n
trieS)=
ク
ッ
ク

諸
島
'
フ
ィ
ジ

ー
'
キ
リ
バ
ス
'
ナ
ウ
ル
'
バ
ヌ
ア

ツ
'
ニ
ウ
ニ
'

パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
'
ト
ケ
ラ
ウ
､
ツ
バ
ル
'
ウ
オ
リ
ス
･
フ

ツ
ナ

④
上
位
中
所
得
国

(U
pper
M
id
d
le
Incoヨ
e
C
O一夏
rie
S)
-
米

領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

⑥
高
所
得
国

(H
ig
h

incoヨ
e
C
o
u
n
trie
s)
-
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'

仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

こ
の
分
類
で
③
は
'

一
人
当
た
り
所
得
が
四
百
な
い
し
千
米
ド
ル
'
④

は
千
な
い
し
二
千
五
百
ド
ル
'
⑤
は
二
千
五
百
ド
ル
以
上
の
国
で
あ
る
｡

①
②
は
'
四
百
ド
ル
以
下
の
国
で
あ
る

｢低
所
得
開
発
途
上
国
｣
(L
ow

･

I
nco
m
e
D
ev
etopin
g
C
o
u
ntrie
s)
を
'
国
連
の
決
め
た

｢
後
発開

発
途
上
国
｣
の
リ
ス
ト
に
入

っ
て
い
る
国
と
'
そ
の
他
の
国
を
分
け
た
も

の
で
あ
る
｡

次
に
'

1
人
当
た
り
国
民
総
生
産
で
み
る
と
第
2
-
6
表
の
よ
う
に
な

二
10

る
｡
で
き
る
だ
け
多
く
の
国
の
デ
ー
タ
を
載
せ
る
た
め
t
A
と
B
の
二
種

類
を
載
せ
た

(
そ
れ
で
も
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
と
ピ
ト
ケ
ア
ン
に

つ
い
て
は
'

入
手
で
き
な
か

っ
た
)
｡
A
は
世
銀
'
B
は
O
E
C
D
の
も
の
で
あ
る
｡

同
じ
年
次
で
数
字
が
異
な
る
の
は
推
計
方
法
が
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

A
と
B
を
比
較
す
る
と
く
い
ち
が
い
も
あ
る
が
'
か
な
り
共
通
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
｡

①

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
グ
ア
ム
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
米
領
サ
モ

ア
'
ナ
ウ
ル
が
上
位
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
｡

㊥

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
'
フ
ィ
ジ
ー
､
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
ク
ッ
ク

諸
島
｡

G
)
バ
ヌ
ア
ツ
.
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
ト
ン
ガ
が
'
最
も
低
い
グ
ル
ー
プ

に
な
る
｡

㊤

西
サ
モ
ア
'
ツ
バ
ル
'
キ
リ
バ
ス
'
パ
プ
ア
ニ
t
rL
I
ギ
ニ
ア
'

ト
ケ
ラ
ウ
が
'
㊥
と
G
)に
間
に
入
る
｡

⑳

ウ
オ
リ

ス
･
フ
ツ
ナ
と
ニ
ウ
ニ
は
'
両
推
計
で
も
っ
と
も
差
の
あ

る
国
々
で
あ
る
｡

今
度
は
'
国
民
総
生
産
を
ア
ジ
ア
の
い
く
つ
か
の
国
と
比
べ
て
み
る
｡

南
太
平
洋
諸
国
は
'
ほ
ぼ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
水
準
以
上
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
C
｢南
太
平
洋
諸
国
に
は
'
本
質
的
に
は
飢
餓
は
な
い
｣
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
'
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
｡



第 2-6表 1人 当た り国民 総 生 産

1970-79年の年平均
実 質 成 長 率

(米 ドル) 】 (米 ド′り

商

太

平

ウ ノレ

パ プ ア ･ニ ューギ ニ ア

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ソ ガ

米 領 ミ ク ロ ネ シ ア
ツ ノー ノレ

ウ オ リ ス ･フ ツ ナ

西 サ モ ア

5,090

1,230

1,650

6,260

720

6,820

7,500

520

890

7と)〇

460

560

470

(950)

I,690

6,350

670

(1.1)

3.3

3.1

-0.7

(4,540)

5,620

590

(360)

650

480

(560)
46〇
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出典 :A:1981World血nkAElas.

B:0ECD (1981),DevelozmeniCo･opcration1981Review.
堤.Aの推計は フ イジ -, パ ブ 7 ･ニ ューギ ニ ア, ソ ロモ ン諸島は世銀方式だが

他 は異 な る.西サモアは オ ース トラ リア国立 大学 に よる1980年GDP値.

Bのか っこほ推計 方式がちが うことをあ らわす ものと思われ る.



《
ノ
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ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

前
述
の
O
E
C
D
の
資
料
に
よ
る
と
､
さ
ま
ざ
ま
な
'
少
し
ず
つ
基
準

の
異
な
る
六
つ
の
低
所
得
開
発
途
上
国
の
リ
ス
ト
が
あ
る
｡
｢低
所
得
開

発
途
上
国
｣
と
し
て
t
O
E
C
D
の
開
発
援
助
委
員
会

(D
A
C
)
の
も

の

(
五
二
カ
国
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
)
'
世
銀

(I
B
R
D
)
の
も
の
(
三

七
カ
国
)
'
国
連
の
も
の

(
三
一
カ
国
)
t
U
N
c
T
A
D
の
も
の

(
五
五

カ
国
)
'
そ
れ
に

｢最
大
障
害
国

(M
s
A
C
)
｣
(
四
五
カ
国
J
t
｢後
発

開
発
途
上
国

(L
L
D
C
)
｣
(
三

l
カ
国
)
で
あ
る
｡

こ
の
六
つ
の
う
ち
'
西
サ
モ
ア
が
'
世
銀
と
国
連
を
除
く
四
つ
に
載
っ

て
い
る
｡
他
に
は
'
O
E
C
D
の
も
の
に
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
ト
ン
ガ
が
t

U
N
C
T
A
D
の
も
の
に
'
ニ
ウ
エ
と
ト
ケ
ラ
ウ
が
載
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
｡

ち
な
み
に
'
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
'
六
つ
全
部
に
'
イ
ン
ド
は
五
つ
に
'

モ
ル
ジ
ブ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
三
つ
に
載
っ
て
い
る
｡

西
サ
モ
ア
が
載
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
'
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
の
基

準
が
多
か
れ
少
な
か
れ
'
所
得
あ
る
い
は
国
民
総
生
産
に
も
と
づ
い
て
い

る
た
め
に
お
こ
る
と
す
る
批
判
が
あ
る
｡
-

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
｡国

民
総
生
産
の
水
準
は
前
記
の
よ
う
で
あ
る
が
'
そ
の
成
長
率
は
前
掲

第
2
-
6
表
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
O

一
九
七
〇
年
か
ら
七
九
年
の
年
平

均
成
長
率
で
あ
る

(表
に
は
B
の
み
載
せ
た
.
A
の
ほ
う
は
'
フ
ィ
ジ
I
'

l
二
二

パ
プ
ア
･
lニ

ー
ギ
ニ
ア
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
し
か
な
い
の
で
)
｡

全
体
と
し
て
み
る
と
'

一
人
当
た
り
成
長
率
が
低
い
こ
と
が
特
徴
と
い

え
よ
う
｡
三
野
台
が
フ
ィ
ジ
ー
と
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
二
%
台
が
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
と
バ
ヌ
ア
ツ
し
か
な
く
'
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
ト
ケ
ラ
ウ
'
ウ

ォ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
'
ナ
ウ
ル
'
ニ
ウ
ニ
'
キ
リ
バ
ス
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
｡

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
'
タ
イ
'
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
も
低
い
わ
け
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
国
民
所
得
計
算
で
各
国
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
'
こ
れ
に
は
問
題
も
あ
る
｡

そ
れ
は
'
国
民
所
得
計
算
は
有
効
な
分
析
方
法
で
は
あ
る
が
'
南
太
平

洋
諸
国
の
よ
う
な
経
済
に
つ
い
て
適
用
す
る
と
'
有
効
度
が
減
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
国
民
所
得
分
析
は
'
貨
幣
経
済
を
前
提
と
し
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
､
貨
幣
経
済
が
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
ず
'
自
給
自

足
経
済
が
占
め
る
比
重
が
大
き
い
場
合
は
'
こ
の
分
析
に
ズ
レ
が
生
じ
や

す
い
｡

一
般
に
'
こ
の
ズ
レ
は
'
自
給
自
足
部
門
の
貨
幣
評
価
が
過
小
で

あ
る
と
い
う
形
で
お
こ
り
ゃ
す
い
で
あ
ろ
う

(南
太
平
洋
諸
国
は
'
国
に

よ
っ
て
差
は
あ
る
が
'
自
給
自
足
部
門
の
大
き
い
国
が
多
い
)
0

た
と
え
ば
'
前
述
の
よ
う
に
､
西
サ
モ
ア
は
'
O
E
C
D
の

｢低
所
得

開
発
途
上
国
｣'
最
大
障
害
国
'
後
発
開
発
途
上
国
'
な
ど
の
リ
ス
ト
に

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
､
こ
れ
は
t
O
E
C
D
の
リ
ス
ト
の
基
準
が

｢
一
九

七
六
年
の
一
人
当
た
り
所
得
四
百
ド
ル
以
下
｣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
し



第 2-7表 政府支出 (総額および 1人当たり)

矧 ｡墓或 )巨

ア

島

モ

話

す

ク

領

ツ

米

ク

フ ィ ジ ー

仏 領 ポ リ ネ シ ア

キ リ /ミ ス

グ ア ム

ナ ウ ル

ニ ュ ー カ レ ド ニ 7

JI 7 7 ツ

53,1741 1,641

ウ ニ ,4,131

ノ ー フ ォ ー ク l 2,100
パ プ ア ･ニューギニ7 ･763,144

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ン′ カ.

米 領 ミ ク ロ ネ シ ア

ツ ノヽ ノレ

ウ オ リ ス ･フ ツ ナ

西 サ モ ア

47,500
1,924

791

511

2,793

249
1,759

n. a .

2, 152

445

1,252

1,105

254

211

1,202

88,300: 662

1

i,873p! 253

1

ll,307㌦ 047

1

44,3∝) 288

潔 ;R ogSggfoic等;C毒筆要撃琴 を 957;eaafF577777?,S,

FgenpIAiikeMini∫EryofForeignAb･
ailsfortheyearended31
March1981(CablePUB/2/
26/2)

Govt.(Statistics)

Govt:QwrterlyBulletinof
Stolisfics

Govt:Second DebuelopmenL
Plan1980-83

Institutd'6mission d'outre･
mer,勉クPorid'actL'viEi1980

Govt:The1980Budget
Stdement

出典 :SPC (1980),SPC (1982).



《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
藷
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

め
す
よ
う
に
'
西
サ
モ
ア
の
所
得
の
評
価
が
低
い
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
｡
こ
の
評
価

(
そ
し
て
西
サ
モ
ア
を
リ
ス
ト
に
加
え
る
こ
と
)
に

つ
い
て
は
'
自
給
自
足
部
門
の
過
小
評
価
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た

(後
述
す
る
よ
う
に
'
西
サ
モ
ア
の
男
子
の
経
済
活
動
人
口
の
七
l
笹
が

主
と
し
て
自
給
農
業
に
従
事
し
て
い
る
)｡

そ
の
た
め
か
'
前
述
の
A
t
B
の
リ
ス
ト
で
は
西
サ
モ
ア
は
'
南
太
平

洋
諸
国
の
中
で
は
中
位
か
中
位
の
下
く
ら
い
の
1
人
当
た
り
国
民
総
生
産

を
持
つ
よ
う
な
数
字
に
な
っ
て
い
る
｡

ま
た
.
前
掲
第
2
1
6
表
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
南
太
平
洋
諸
国
を
比
べ
て

み
る
と
､

一
人
当
た
り
国
民
総
生
産
の
A
の
数
字
と
B
の
数
字
の
く
い
ち

が
い
が
'
ア
ジ
ア
で
は
'
す
べ
て
の
国
が

1
割
以
内
な
の
に
'
南
太
平
洋

で
は
'

一
割
以
内
に
留
ま
っ
て
い
る
の
は
半
分
の
国
で
あ
っ
て
'
中
に
は

ニ
ウ
エ
'
ウ
オ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
,)
ァ
な
ど
の
よ
う
に
大

き
く
く
い
ち
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
こ
れ
は
'
自
給
自
足
部
門
の

評
価
が
難
し
い
の
が

一
国
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡

自
給
自
足
部
門
の
評
価
を
含
め
て
'
統
計
類
が
余
り
整
備
さ
れ
て
い
な

い
南
太
平
洋
諸
国
で
は
'
国
民
総
生
産
の
推
計
値
も
か
な
り
の
誤
差
を
含

む
で
あ
ろ
う
Q
ま
た
成
長
率
を
出
す
場
合
'

1
九
七
〇
年
代
の
は
じ
め
は

末
に
比
べ
'
も
っ
と
統
計
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う

(
一

二
】
四

九
七
〇
年
は
じ
め
に
独
立
国
で
あ
っ
た
の
は
､
西
サ
モ
ア
と
ナ
ウ
ル
だ
け

で
あ
る
)
か
ら
'
成
長
率
に
も
誤
差
は
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し

な
が
ら
'
国
民
総
生
産
と
そ
の
成
長
率
を
出
す
に
当
た
っ
て
は
'
当
然

｢生
活
実
感
｣
の
よ
う
な
も
の
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡

次
に
'
第
2
-
7
表
に
'
各
国
の
'
政
府
支
出
総
額
'

一
人
当
た
り
政

府
支
出
を
あ
げ
る
｡
こ
れ
を
み
る
と
'

一
人
当
た
り
国
民
総
生
産
'
国
民

所
得
が
大
き
い
も
の
は

一
人
当
た
-
政
府
支
出
が
大
き
く
'
小
さ
い
も
の

は
小
さ
く
'
順
序
に
そ
う
大
き
な
差
は
な
い
｡
た
だ
し
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'

ト
ケ
ラ
ウ
'

こ
ウ
工
と
い
う
'
南
太
平
洋
諸
国
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
小
さ

い
ほ
う
に
属
し
'
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
.
t三

I
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
宗
主

国
の
援
助
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
国
々
が
大
き
く
'
仏
領
や
米
債
の
上
位

グ
ル
ー
ブ
の
国
々
に
次
い
で
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
｡

こ
の
一
人
当
た
り
政
府
支
出
は
'
ほ
ぼ

一
九
八
〇
年
の
数
字
で
'
し
か

も
豪
ド
ル
(
1
九
八
〇
年
に
は
'

1
豪
ド
ル
=
1
二
四
米
ド
ル
)
で
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
'
第
2
-
8
表
と
比
べ
る
と
'

南
太
平
洋
諸
国
で
､
政
府
が
経
済
的
に
い
か
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い

る
か
が
わ
か
る
｡

幽

都

市

化

経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て
都
市
人
口
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は

一
般



第2-8表 都 市 人 口 比 率 (単位 :YD)

芸 -/才 芸L 都市人 口比率 l 票警告孟宗都

36

27

20

57

32

91

(loo)

53

13

21

(1CO)
3

8

t
0
1
0
l

つん
I_
3

~∴ ∴

59

36

91

(100)
61

18

21

(loo)

ll.

9

T
/○

′D

0

t

2

4

3

モ

諸

ジ

ネ

パ

ド

ア

レ

サ

ク

リ

ア

ウ

ウ

カ

領

ツ

ィ

ポ

リ

)

ヌ

領

ユ

米

ク

7

仏

キ

グ

ナ

こ

.ハ
エ

ノ ー フ ォ ー ク

パ ブ 7 ･ ニ ュ ー ギ ニ ア

ピ ト ケ 7 こ/

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ソ ガ

米 領 ミ ク ロ ネ シ ア

ツ ノ､ ノレ

ウ オ リ ス ･フ ツ ナ

西 サ モ ア

出典 :SPC (1980),SPC (1982)

注. ここでい う ｢都市｣ とい うのは, 人 口が少な くとも千人の集落で非農業音数

が一定水準以上のもの.

に
言
え
る
で
あ
ろ
う
?
し
た
が
っ
て

1
人
当
た

り
国
民
所
得
の
水
準
と
都
市
人
口
の
比
率
は
か

な
り
並
行
し
て
動
く
t
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡

第
2
-
8
表
は
､
南
太
平
洋
諸
国
の
セ
ン
サ

ス
に
あ
ら
わ
れ
た
都
市
人
口
比
率
で
あ
る
｡

セ
ン
サ
ス
の
お
こ
な
わ
れ
た
年
が
か
な
り
異

な
る
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
'
こ
れ
を
み

る
と
'
ま
ず
'
カ
ッ
コ
付
な
が
ら

一
〇
〇
%
と

い
う
国
が
'
ナ
ウ
ル
と
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
二
カ

国
あ
る
o

l
方
'
デ
ー
タ
の
な
い
'
ピ
ト
ケ
ア

ン
､
ト
ケ
ラ
ウ
'
ウ
オ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
の
三
カ

国
が
あ
る
｡
こ
れ
ら
五
カ
国
は
実
は
同
じ
こ
と

を
あ
ら
わ
し
て
い
て
'
都
市
化
の
有
無
が
あ
ま

り
意
味
を
持
た
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
｡

そ
こ
で
'
こ
の
五
カ
国
を
除
い
た

一
五
カ
国

を
み
る
と
'
都
市
人
口
比
率
は
'
グ
ア
ム
の
九

1
%
か
ら
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
九
解
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
｡

大
き
い
順
に
'
グ
ア
ム
t
lニ

I
カ
レ
ド

ニ

ア
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'

米
領
サ
モ
ア
'
フ
ィ
ジ
ー
'
キ
リ
バ
ス
'
ツ
バ

二
I
五



《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
兵
業

ル
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
ト
ン
ガ
'
ニ
ウ
ニ
'
西
サ
モ
ア
'
バ
ヌ
ア
ツ
'
パ
プ

ア
二
l
ユ
ー
ギ
ニ
ア
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
な
ら
べ
て
み
る
と
'
か
な
り

一

人
当
た
り
国
民
所
得
の
高
い
順
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
高
い

三
カ
国
は
'
か
な
-
の
白
人
人
口
が
い
る
国
で
あ
る
｡

｢都
市
人
口
比
率
｣
と
別
に

｢首
都
の
み
の
都
市
人
口
比
率
｣
が
載
っ

て
い
る
が
'
両
者
の
等
し
い
国
が
'
グ
ア
ム
'
ニ
ウ
工
､
ツ
バ
ル
'
西
サ

モ
ア
の
四
つ
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
国
で
は
'
都
市
が
首
都
し
か
な
い
こ
と
に

な
る
｡
他
の
国
で
も
'
首
都
で
'
都
市
人
口
の
大
部
分
を
占
め
て
し
ま
い
'

あ
る
程
度
ち
ら
ぼ
っ
て
い
る
の
は
'
フ
ィ
ジ
ー
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
し
か
な
い
｡

首
都
の
人
口
が
全
人
口
に
占
め
る
比
率
が
大
き
い
こ
と
は
'
開
発
途
上

国
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
'
こ
の
比
率
が
三
〇
%
以
上
を
占
め
る
国
が
'

グ
ア
ム
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド

ニ
ア
'
米
領
サ
モ
ア
､
キ

リ
バ
ス
'
ツ
バ
ル
の
六
カ
国
も
あ
り
'
こ
れ
に
二
〇
労
以
上
の
国
を
加
え

る
と
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
ニ
ウ
工
､
西
サ
モ
ア
'
フ
ィ
ジ
ー
'
ト
ン
ガ
の
五

カ
国
が
増
え
る
｡

内

就

業

人

口

南
太
平
洋
諸
国
の
経
済
構
造
を
'
産
業
別
に
み
る
こ
と
は
'

一
般
に
経

済
デ
ー
タ
が
余
-
な
い
の
で
'
難
し
い
が
'
就
業
人
口
と
い
う
点
か
ら
な

ら
'
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
の
で
'
年
次
が
不
ぞ
ろ
い
な
の
を
我
慢
す
れ
ば
'

ニ
ー
六

南
太
平
洋
諸
国
の
特
色
と
'
そ
の
中
で
の
各
国
の
ち
が
い
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
｡

第
2
1
9
表
は
'
国
際
標
準
産
業
分
類
に
よ
る
業
種
別
就
業
構
造
で
あ

る
｡

一
五
カ
国
し
か
デ
ー
タ
が
な
い
｡

農
林
水
産
業
就
業
比
率
を
み
る
と
'
ク
オ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
の
七
八
%
か

ら
'
ナ
ウ
ル
の
○
解

(
〇

･
五
労
未
満
)
ま
で
極
め
て
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き

い
｡
大
き
い
順
に
な
ら
べ
る
と
'
ウ
オ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
'
西
サ
モ
ア
'
パ

プ
ア
ニ
ー
ユ
ー
ギ

ニ
ア
'
ト
ン
ガ
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
フ
ィ
ジ
ー
'
ニ
ュ

ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
ニ
ウ
エ
'
キ
リ
バ

ス
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'
ツ
バ
ル
'
グ
ア
ム
'
ナ
ウ
ル
の
順
と
な
る
｡
ニ
ュ

ー
カ
レ
ド
ニ
ア

(
二
八
解
)
ま
で
の
七
カ
国
は
'
農
林
水
産
業
が
最
大
の

産
業
で
あ
る
.
公
務
サ
ー
ビ
ス
業
が
最
大
の
産
業
な
の
が
'
ニ
ウ
ニ
'
グ

ア
ム
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
キ
リ
バ
ス
'
ク
ッ
ク
諸
島
の
五
カ
国
で
あ
る
｡

あ
と
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
は
商
業
'
ツ
バ
ル
は
建
設
業
.
ナ
ウ
ル
は
鉱
業

が
最
大
の
産
業
に
な
っ
て
い
る
｡

全
体
と
し
て
'
製
造
業
が
小
さ
く
'
公
務
サ
ー
ビ
ス
業
が

(
ナ
ウ
ル
と

パ
プ
ア
二
三

-
ギ

ニ
ア
を
除
く
)
大
き
い
の
が
特
長
で
あ
る
｡

叫

農
業
就
業
人
口
の
内
訳

つ
ぎ
に
'
農
業
に
就
業
し
て
い
る
人
の
う
ち
'
自
給
農
業
お
よ
び
換
金

農
業
に
従
事
し
て
い
る
割
合
を
し
め
す
資
料
が
'
不
完
全
な
が
ら
S
P
C



第2-9表 業 種 別 就 業 構 造 比 率
(単位 :形)

国 名

㍗

か

爽

哨
⑨

金

融
⑧

運
輸

通信⑦

商

業

⑥

産
業
合
計

非
農
林
水

ク ッ ク 諸 島

フ ィ ジ ー

仏 領 ポ リ ネ シ ア

キ リ }ミ ス

グ ア ム

ナ ウ ル

ニ ュ ー カ レ ド ニ 7

ウ エ

ノ - フ ォ - ク

パプ ア ･ニューギニア

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ソ カ●

ツ ′､ ル

ウ オ l) ス ･フ ツ ナ

西 サ モ ア

17

7

1

0

28

10

6

57

45

51

4

二~'レ十 二

7

7ノ

∩
)

0

4

hノ

9

3

3

1

3

4

･1

つム

∩
)

1

0

0

′0

4
.

LT.'

(1

つん

1;∴ ;ド;

3 12

､ 二

指

56

83

93

99

00
7

90

94

43

55

49

96

22

3

:

‥･｡

に

0

.m
｢
｣
ト
.7

...7T

n

七

出典 :SPC(1980),SPC(1982).

原典 :各国の表示年の七ソサス.

堤(1) 業僅別は国際標準産業分輝 (ISIC)による分類.

①桑葉,狩猟,漁業. ②鉱業,採石. ③製造業. ④電気,ガス,水道.

⑤建設.⑥卸売,小売, レス トラソ,ホテル.⑦交通,倉庫,通信. ⑧金

融,保険,不動産,ビジネス ･サービス.⑧公務サーt='ス.◎不明.

(2) 1) ㊨+③

2) ⑥+㊨

3) ㊨+⑦+⑨+㊨

(3) 0は 0か0.5D/O未満.



第2-10表 経済的に活動している男子のうち,

主として自給農業 ･換金農業に従事

している者の比率
(単位 ;鶴)

出典 :SPC(1978),SouthPacijicEconomies
SEatiSticalSummary,2nded.

注.このデータは1978年に入手可能であった各国

のセ ソサ スに よる.

の
も
の
に
あ
る
｡
第
2
-
-0
表
が
そ
れ

で

あ

る
｡
こ
れ
は
同
じ
く
セ
ン
サ

ス
か
ら
取
っ
た
も
の
で
'
経
済
的
に
活
動
し
て
い
る
男
子
が
'
主
と
し
て

自
給
農
業
ま
た
は
換
金
農
業
に
従
事
し
て
い
る
比
率
で
あ
る
｡
大
部
分
の

国
の
セ
ン
サ
ス
に
は
'
こ
の
区
別
が
な
く
'
六
カ
国

(
キ
リ
バ
ス
と
ツ
バ

ル
は
'
当
時
は
ギ
ル
バ
ー
ト
･
エ
リ
ス
諸
島
で
あ
り
'
こ
の
資
料
で
は
分

離
で
き
な
い
)
し
か
な

い
｡
し
か
し
'
こ
れ
で
み
る
限
り
'
フ
ィ
ジ
ー
を

除
く
と
'
自
給
農
業
が
圧
倒
的
で
あ
る
｡

ま
た
､
s
P
C
の
資
料
に
'

一
五
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
経
済
活
動
人

1
1
1
入

口
と
'
商
品
経
済
活
動
を
し
て
い
る
人
口
の
比
率
が
載

っ
て
い
る

(第
2

I
E
表
)O

(2
)

経
済
活
動
人
口
の
比
率
が
小
さ
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
国
が
あ
る
が
'

こ
こ
で
は
'
｢
経
済
活
動
人
口
｣
の
比
率
と

｢商
品
経
済
活
動
を
し
て
い

る
人
口
の
比
率
｣
の
差
'
す
な
わ
ち
'
｢自
給
生
産
人
口
｣
の
比
率
に
注

目
し
た
い
｡
デ
ー
タ
の
あ
る

一
〇
カ
国
の
う
ち
'
キ
リ
バ
ス
'
ト
ン
ガ
'

米
領
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
'
ツ
バ
ル
'
西
サ
モ
ア
は
､
こ
の
差
が
非
常
に
大
き

く
'
米
領
サ
モ
ア
'
ニ
ウ
エ
'
パ
プ
ア
二
三

I
ギ
ニ
ア
'
ク
ッ
ク
諸
島

(女
子
を
除
-
)
も
差
が
あ
る
｡
差
の
な
い
の
は
ナ
ウ
ル
の
み
で
あ
る
｡

こ
の
差
の
分
の
大
部
分
は
'
農
業

･
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る

(
ナ
ウ

ル
は
'
大
部
分
が
鉱
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
両
者
の
差
が

な
い
.)'J

注
(-
)

W
ar
d
)
R

G
.an
d

P
r
octor
.
A
.

ed
s..
S
ouih
P
a
cljic

A

g
riJu
ltu
re-
Ch
o
i
ce
s
and
C
b
n
siraini
,1979
S
ouih

P
a
C
ijic
Jlg
ricld
iural
S
u
T･V
e･y,
As
ia
n
I)e
v
e
to
p
m
en
t

B
a
n
k

in

a
s
s
ociation
w
ith

A
u
stratian
N

ational

U

n
iver
sity
P
re
s

s.
19
80
.

(『
の
び
ゆ
-
農
業
』

第
六

1
六

号
に
抄
訳
あ
り

｡
)

(

2

)

た
と
え
は
'
パ
プ
ア

･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
五
三
野
と
い
-
の

は
低
す
ぎ
る
よ
-
な
気

が
す
る
｡

一
九
六

六
年
七
ソ
サ
ス
で
は
'

(
】
〇
歳
以
上
で
は
な
く
)
全
年
齢
に
対
し
て
で
は
あ
る
が
､

男
五
八
%
'
女
五
九
解
で
あ
っ
た
｡



第2-11表 経 済 活 動 人 口 比 率
(単位 :%)

警讐誓警害 し lうち 雪雲讐雷管警を

男 L 女 l 男 I 女

4

′0

′0

7

3

0

′0

ノ0

7

ノ0

1

1

′O

′0

ノ0

3

9

′0

′D

【ノ

7

7

7
-
∩ノ

フ

/D

hノ

/0

7

7
一
7

7

7.
∩ノ

7

nノ

h

rノ

9

9

9

9

9

0ノ
0ノ
Qノ
9

0ノ
Qノ
9

9

9

0ノ
9

9

9

9

･1

4

.

.
8

7

0ノ

.

.
4
.

.
4

8

.
7

4
▲
2

.
4

3

3

a

a

3

1

a

a

つ】

a

1

a

1

1

a
1

n

n

n

n

n

n

5′0
.

.
7

7

4

.

.
0

.
2

9

.
つム
5

8

57
a

a
3

8

9

a

a

∠U

a

4

3

a

つム
4

Cr)

m

礼

n

n

n

n

8

4

8
/D

9

1
0ノ
1

5

9

7
▲
Ln

.
つん
4
.
9

8

7▲

7

3

(J
1

3

4

a

1

4

8

つ】
/○
つ
一

a

l

1

2

7

4

1

9

7
/0

5

9

a

9

7

8

7

9

EJ

n

ア

ス

シネ

.ハ

日ソポ

リ

徳仏

キ

ム

ル

7

ツ

ニ

7

ウ

グ

ナ

ドレカユニ

ウ ェ

ノ ー フ ォ ー ク

パプ ア ･ニ ューギ ニア

ソ ロ そ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト こ/ カ'

米 債 ミ ク ロ ネ シ ア

ツ ノレ

ウ オ リ ス ･7 ツ ナ

西 サ モ ア

出典 :SPC (1980).

注･1)15-59歳, 2)14-59歳,3)10歳以上 4)12歳以上 5)15歳以上.
他は15-64歳.

三

貿
易
か
ら
み
た

南
太
平
洋
諸
国

南
太
平
洋
諸
国
で
は
'
前
に
み
た
よ
う
に

自
給
自
足
経
済
と
貨
幣
経
済
が
混
在
し
て
お

り
'
国
に
よ
っ
て
異
な
る
が
'
自
給
自
足
経

済
が
概
し
て
大
き
な
地
位
を
占
め
る
O
自
給

自
足
経
済
で
は
'
当
然
農
業
生
産
が
大
部
分

を
占
め
る
｡
自
給
自
足
経
済
が
大
き
い
と
い

う
こ
と
は
'
農
業
生
産
が
な
か
な
か
数
字
と

し
て
捉
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

一
方
'
資
源
に
乏
し
い
国
が
多
い
の
で
'

貨
幣
経
済
の
部
分
は
大
き
く
貿
易
に
依
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
貿
易
に
依
存
す
る
と

い
う
の
は
'
国
内
で
生
産
で
き
な
い
も
の

(特
に
工
業
製
品
｡
農
産
物
で
も
食
生
活
の

変
化
に
と
も
な
い
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
が
増
え
て
い
る
)
を
輸
入
す
る
と
と

も
に
'
外
貨
を
か
せ
ぐ
た
め
に
主
と
し
て
農

林
水
産
物

(
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
'
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
に
大
き
く
依
存

す
る
こ
と
が
多
い
)
'
鉱
産
物

(国
は
限
ら

l二

九



第 3-1表 南 太 平 洋 地 域 の 貿 易

出典 :SPC (1980),SPC (1982).

二
二
〇

れ
る
)
を
輸
出
す
る
こ
と
に
依
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
｡

以
上
の
よ
う
な
意
味
か
ら
'
南
太
平
洋
諸
国
を
貿
易
と
い
う
点
に
お
い

て
み
て
み
よ
う
｡

H
地
域
全
体
と
し
て
の
貿
易

sp
c
の
資
料
に
よ
る
と
'
こ
の
地
域
の
貿
易
総
額
は
'
第
3
-
1
表

の
通
り
で
あ
る
｡
輸
入
は
t
だ
い
た
い
増
え
て
お
-
､
輸
出
も
'
七
五
年

を
除
く
と
増
え
て
い
る
｡
問
題
は
'
ず
っ
と
大
幅
な
入
超
が
続
い
て
い
る

こ
と
で
あ
る
｡

一
九
七
〇
-
七
二
年
ご
ろ
の
'
貿
易
赤
字
が
輸
出
額
に
近

い
よ
う
な
数
字
か
ら
み
れ
ば
､
近
年
か
な
り
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
'
輸

出
額
の
半
分
に
近
い
よ
う
な
赤
字
が
出
て
い
る
｡

貿
易
の
大
部
分
は
'
地
域
外
の
諸
国
と
の
も
の
で
あ
っ
て
'
第
3
-
2

表
に
そ
の
相
手
国
別
に
金
額
を
載
せ
て
お
く
｡
こ
の
数
字

(特
に
七
七
年
'

八
〇
年
)
に
は
'
か
な
り
の
脱
落
が
あ
る
が
'
大
体
の
傾
向
を
つ
か
む
こ

と

が
で
き
る
｡

輸
入
も
輸
出
も
'
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
'
フ
ラ
ン
ス
'
ア
メ
リ
カ
'
日
本

が

一
番
多
い
グ
ル
ー
プ
を
な
し
､
少
し
離
れ
て
'
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
'

イ
ギ
リ
ス
が
次
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
る
｡

輸
入
の
相
手
国
と
し
て
は
'
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
多
く
'
同
国
か
ら
は

大
幅
な
入
超
と
な
っ
て
い
る
｡
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
も
そ
う
で

あ
る
O
日
本
に
対
し
て
は
出
超
で
'
輸
出
は
の
び
て
い
る
.
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軸
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I
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E
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T
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.
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8
滞
僻
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ヰ
J
<

パ

8
Eg
吋
ゆ
t
p
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19
7

7.

でi最
.

T
L

各
国
別
貿
易
総
額

第
3
-
3
'
4
表
は
'

1
九
七
八
年
と
八
〇
年
の
各
国
別
貿
易
総
額
と

一
人
当
た
り
貿
易
額
を
し
め
す
｡
両
年
と
も
出
超
な
の
は
'
米
領
サ
モ
ア
'

パ
プ
ア
二
l
ユ
ー
ギ
ニ
ア
の
み
で
あ
る
｡
あ
と
ナ
ウ
ル

(
八
〇
年
は
統
計

が
な
い
が
出
超
と
思
わ
れ
る
)'

キ
リ
バ
ス

(
八
〇
年
は
'

リ
ン
鉱
が
枯

渇
し
は
じ
め
た
た
め
)
が
七
八
年
に
出
超
だ
け
で
'
あ
と
は
入
超
で
あ
る
｡

一
人
当
た
り
で
み
る
と
入
超
が
目
立
っ
て
多
い
の
が
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'

グ
ア
ム
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
三
カ
国
で
あ
る
｡

《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

)980令
や汁
〉
T

A
J
菅
q)
理
国
数
e
f
-

3
市

繁

簡

A.)軒
Z
).
(

h

L
T
持

回

貿
易
外
の
収
入

こ
の
よ
う
に
入
超
が
続
い
て
い
る
国
が
多
い
が
'
そ
れ
を
可
能
に
し
て

い
る
の
は
'
他
の
源
泉
に
よ
り
外
貨
が
獲
得
で
き
る
か
ら
で
'
そ
の
中
に

は
､
㈹
旧
･
現
宗
主
国
を
中
心
と
し
た
外
国

･
国
際
機
関
の
援
助
'
㈱
国

外
出
疎
音

･
移
住
者
の
海
外
か
ら
の
送
金
t
M
観
光
収
入
t
的
郵
便
切
手

収
入
'
㈹
軍
事
基
地
収
入
t
な
ど
が
あ
る
｡

S
外
国
の
援
助
に
つ
い
て
は
t
S
P
C
の
資
料
に
よ
る
政
府
開
発
援
助

二
二
一



第 3-3表 各国別貿易練額お よび1人 当た り貿易額 (1978年)

1人当た り貿易薪
(豪 ドル)

輸出 l輸入 l讐

貿易絶額 (干豪 ドル)

貿 易
ノミラソス輸 出 l輸 入

7

7

9
7

0

4

7

7

9

0

1

1

8
1

5

CO
8

7
▲

86

77

21
26

13

05

87

49

日

51

00

一

2
Ln

8

2

0

3

ー

1

ー

つ
ん

つム

一

一

2
I

2
.
5
I

一

一

一

3I

一

一

一

一

一

59･ 569
r

491-4,092
i

143

8

54

126

5

26,796

- 14,374

-132,779

-320,128

7,281

-205,415

42,904

-68,370

90,570. 63,774

43,936; 12,010

-1,889

-6,841

83,791

-285

- 243

-17,568

116,971

-I,536

-36,1881 63

料のドソラジ
ユ

7シ本日ソ求領仏

キ 1) ′ミ ス

7 ム1)

ウ ル 2)

7ニドレカ

7 7 ツ も 31,926
ウ エ

ユ

ダ

ナ

こ

.ハ

こ

4,750 22,318

ノ ー フ ォ ー ク1)

パ プ ア ･ニ ューギ ニ アl)

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ン ガ■

米 債 ミ ク ロ ネ シ ア

ツ ノヽ ′レ

ウ ォ リ ス ･フ ツ ナ

西 サ モ ア

出典 :SPC (1980).

注.1) これ らの国は会計年度 (他は暦年).

2) ナウルは貿易統計がないので, オ ー ス トラ リア と

ナ ウル貿易統計を合算 した.

二
二
二

(O
D
A
)
の
金
額
が
あ
る
の
で
'
第

3
-

5
表
に
引
用
し
て
お
く
｡

こ
れ
の
l
人
当
た
-
総
額
で
み
て
み
る

と
'
大
き
い
の
は
'
米
領
サ
モ
ア
､
米
領

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
グ
ア
ム
の
米
債
'
ニ
ュ

ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

(
そ

れ
に
や
や
小
さ
い
が
ウ
ォ
リ
ス
･
フ
ツ

ナ
)
の
仏
領
､
ニ
ウ
ニ
'
ト
ケ
ラ
ウ

(や

や
小
さ
い
が
ク
ッ
ク
諸
島
)
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
領
と
い
う
非
独
立
国
で
あ
っ
て
'

一
人
当
た
り
国
民
所
得
が
低
い
か
ら
大
き

い
と
い
う
形
に
は
な
っ
て
い
な
い

(
わ
ず

か
に
ナ
ウ
ル
や
フ
ィ
ジ
I
が
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
り
少
な
か
っ
た
り
す

る
の
は
'

一
人

当
た
り
国
民
所
得
が
高
い
た
め
と
思
わ
れ

る
)
｡こ

れ
は
'
援
助
の
う
ち
､
二
国
間
の
も

の
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ

る
よ
う
に
'
イ
ギ
リ
ス
系

(
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
'
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
含
む
)
'

フ
ラ
ン
ス
'
ア
メ
リ
カ
と
い
う
旧
･
現
宗



第3-4表 各国別貿易総額および 1人当たり貿易額 (1980年)

1人 当 た り貿易額

(豪 ドル)

輸 出 l輸 入

貿易総額 (千豪 ドル)

貿 易
′ミラソス輸 出 l輸 入

5

Lr)
1

5

′0

2

0

4

3

4

9

0

9

1

つん

86

93

26

14

24

34

27

8〇

一
17

24

40

57

26

1

一
3
,

1

I

I

I

r

L

一

I

l

2,577

1,137

23,,喜…妻j

∫,-:

0 571

28,042

-16,741

-164,727

-451,028

-14,444

-48,131

-32,407

-2,650

9,802

-784

-286

-23,371

-3,061

16,136

-40,896

∴ ∴

一一一 一 一一

キ 1) ′ミ ス

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア

ノ→ ヌ ア ツ

ウ ニ

パ ブ 7 ･ニ ューギ ニ ア

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ソ ガ■

ツ ノ､ ′レ

ウ オ リ ス ･7 ツ ナ

西 サ モ 7

出典 :SPC(1982).

主
国
か
ら
の
援
助
が
大
部
分
で
'
そ
の
中
で
も
現
宗
主
国
の
も
の
が

大
き
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
｡

何

の
国
外
出
稼
者
の
送
金
は
'
国
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
'
第

1

章
で

み
た
'
宗
主
国
に
移
住
者
が
多
い
た
め
人
口
の
減
っ
て
い
る
ク

ッ
ク
諸
島
'
ニ
ウ
ニ
'
ト
ケ
ラ
ウ
'
西
サ
モ
ア
な
ど
は
送
金
が
多
い

L
t
ツ
バ
ル
の
よ
う
に
'
ナ
ウ
ル
､
キ
リ
バ
ス
の
り
ん
鉱
採
掘
や
外

国
船
の
船
員
な
ど
に
'
青
年
層
を
中
心
と
し
て
多
数
出
稼
ぎ
に
い
っ

て
い
る
た
め
t

l
九
七
七
年
に
'
本
国
送
金
額
が
'
コ
プ
ラ
の
輸
出

額
の
四

･
五
倍
も
あ
っ
た
と
い
う
国
も
あ
る
｡
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

で
も
ア
メ
リ
カ
に
か
な
り
出
稼
ぎ
等
に
い
っ
て
い
る
｡

M
の
観
光
は
'
国
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
o
地
域
内
に
は
'
タ
ヒ
チ

を
含
む
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
､
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
フ
ィ
ジ
ー
'
グ

ア
ム
な
ど
の
大
観
光
地
も
あ
る
｡

ち
な
み
に
'
南
太
平
洋
委
員
会
の
統
計
に
よ
る
外
国
人
の
入
国
者

は
'
第
3
-
6
表
の
よ
う
で
あ
る
｡
こ
の
統
計
は
国
に
よ
っ
て
定
義

が
異
な
り
'
厳
密
な
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
大
体
の
こ
と
は
わ
か

る
｡
同
じ
資
料
に
よ
る
と
､

l
九
八
〇
年
に
'
入
国
者
の
う
ち
観
光

客
の
比
率
は
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
九
八
野
'
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
七

七
%
'
バ
ヌ
ア
ツ
七
六
野
'
フ
ィ
ジ
ー
七
四
終
'
グ
ア
ム
七
〇
労
'

二
二
三



第 3-5表 南太平洋諸国-のODA

(単位 ‥管実当主編 笠幣 千変 ドル)

二国間 E総 可 去合還

米 債 サ モ ア

ク y タ 帯 島

フ ィ ジ ー

仏館ポ リネシ7

キ り J: ス

グ ア ム

ナ ウ ル

こ こ
カ レ ド ニ 7

バ ヌ ア ツ

こ ウ エ

ノ - フ ォ ー ク

パプ ア ･ニュー
ギニア

ソ ロモ ソ諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ソ ガ

米 飯
ミ ク ロ ネ シ ア

ツ }ミ ル

ウ オ リ ス ･
フ ツ ナ

西 サ モ ア

特定の国でない
もの

17,287115,880

ErIg11掴-
つ山ny'つんつん78(Un)∩)37■92∠U73/01 E Zgg｢臼

出典 :SPC (1979), SPC (1980),SPC (1982).

堤(1) 米債サIt7,グ7ム, ノーフォークは会計年度 (他は暦年).

(2) データの脱落等の注は省略.



第3-6表 外 国 人 の 入 国 者 数 (単位:人)

1979 1 1980名 1 1975Z 1976 E 1977r 1978

ll,415日 7,929

∴ ∴

;;莞 l…冒,,:!5517'229日 喜',;…三日 ≡宗

ア

島

モ

諸

サ

タ

領

ツ

米

ク

フ ィ ジ ー

仏 倣 ポ リ ネ シ ア

グ ア ム

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア

ノ.: ヌ 7 ツ

J<プ ア ･ニ ューギ こ 7

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ソ ガ

米 飯 ミ ク ロ ネ シ ア

西 サ モ ア

出典 :SPC(1980),SPC(1982).

荏.国により定義に差があるので比較はすすめられない.

ク
ッ
ク
諸
島
六
九
解
.
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
ト
ン
ガ
六
八
解
'
西
サ
モ
ア
三

六
野
'
パ
プ
ア
二
(
ユ
ー
ギ
ニ
ア
三
五
飾
'
米
領
サ
モ
ア
三
1
野
と
い
う

数
字
が
あ
る
｡

3T
の
郵
便
切
手
は
'
米
領
が
宗
主
国
の
切
手
を
使
っ
て
い
る
他
は
'
各

国
独
自
の
切
手
を
出
し
て
お
り
'
重
要
な
外
貨
獲
得
源
に
な
っ
て
い
る
｡

経
済
規
模
が
小
さ
い
た
め
相
対
的
に
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
O

た
と
え
ば
'
キ
リ
バ
ス
で
は
'

1
九
七
七
年
に
'
コ
プ
ラ
の
軸
出
額
の

BE
E

四
倍
を
郵
便
切
手
で
得
て
い

る
｡

ま
た
ニ
ウ
工
で
は
'

一
九
七
七
/
七
八
年
に
国
内
総
生
産

(G
D
P
t

た
だ
し
商
品
経
済
部
門
の
み
)
の
約

二

解
を
占
め
る
と
推
定
さ
れ
'
こ

(2
)

れ
は

｢商
品
化
さ
れ
た
作
物
に
よ
る
収
入
｣
の
約
九
野
よ
り
多
い

O

一
方
'
ク
ッ
ク
諸
島
で
は
'

1
九
七
六
年
の
国
内
総
生
産
の
う
ち
'

一

(3
)

○
労
を

｢切
手
と
コ
イ
ン
｣
が
占
め
'
農
林
水
産
業
は
〓
ハ
%
で
あ

る

｡

郵
便
切
手
に
よ
る
収
入
は
'
後
述
の
各
国
別
の
貿
易
統
計
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

㈹
軍
事
基
地
は
'
グ
ア
ム
で
は
観
光
と
な
ら
ぷ
収
入
源
で
あ
り
'
仏
領

ポ
リ
ネ
シ
ア
で
も
'
フ
ラ
ン
ス
の
水
爆
実
験
等
に
よ
る
収
入
は
無
視
で
き

な
い
｡

二
二
五



《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
桑
葉

帥

輸
入
の
内
訳

そ
れ
で
は
'
ど
の
よ
う
な
も
の
を
輸
入
し
て
い
る
の
か
を
'
三
カ
年
だ

け
各
国
別
に
し
め
す
こ
と
に
す
る
｡
第
3
-
7
'
8
'
9
表
が
そ
れ
で
あ

る
｡第

3
-
9
表
に
主
と
し
て
依
-
'
こ
の
表
に
載
っ
て
い
な
い
グ
ア
ム
'

米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
ナ
ウ
ル
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
は
'
他
の
表
で
補
う
と
'

一
八
カ
国
の
統
計
が
あ
り
'
そ
れ
に
よ
る
と
'
全
体
に
多
い
の
は
'
食
料
'

鉱
物

･
燃
料

(
石
油
が
大
部
分
と
思
わ
れ
る
)
'

工
業
製
品
'
機
械

･
運

輸
装
備
t
の
四
部
門
で
あ
る
｡

国
別
で
は
'
食
料
の
輸
入
が

一
番
多
い
の
が
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
キ
リ
バ

ス
'
ニ
ウ
ニ
'
ト
ン
ガ
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
ツ
バ
ル
'
ウ
オ
リ
ス
･

フ
ツ
ナ
の
七
カ
国
'
鉱
物

･
燃
料
の
多
い
の
が
フ
ィ
ジ
ー
'
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
'
米
領
サ
モ
ア
'
グ
ア
ム
の
四
カ
国
'
機
械

･
運
輸
装
備
の
多
い

の
が
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

の
三
カ
国
'
工
業
製
品
の
多
い
の
が
西
サ
モ
ア
'
そ
の
他
の
工
業
製
品
が

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'
そ
の
他
が
バ
ヌ
ア
ツ
と
ナ
ウ
ル

(バ
ヌ
ア
ツ
の
二
番
目

は
食
料
'
ナ
ウ
ル
の
二
番
目
は
工
業
製
品
)
で
あ
る
｡

食
物
と
鉱
物

･
燃
料

の
ど
ち
ら
が
多
い
か
'
あ
る
い
は
'
食
物
と
機

械

･
運
輸
装
備
の
ど
ち
ら
が
多
い
か
t
に
よ
っ
て
へ
各
国
を
グ
ル
ー
プ
分

け
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
｡

二
二
六

的

輸
出
の
内
訳

つ
ぎ
に
､
輸
出
は
ど
う
か
と
い
う
の
を
'
第
3
-
1
.
日
'
t2
表
か
ら

み
て
み
よ
う
｡

こ
こ
で
は
主
に
第
3
1
12
表
で
1
九
八
〇
年
を
中
心
に
み

る
こ
と
に
L
t

こ
の
表
に
出
て
い
な
い
ナ
ウ
ル
'
米
領

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
を
第
3
-
日
表
で
補
う
こ
と
に
す
る
｡
全
部
で
一
七
カ
国

で
あ
る
｡

全
体
を
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
'
輸
出
品
は
ほ
ぼ
(鉱
産
物
を
含
ん
だ
)

l
次
産
品
に
限
ら
れ
る
｡
鉱
産
物
は
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
鋼
'

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド

ニ
ア
の
ニ
ッ
ケ
ル
'
ナ
ウ
ル
の
り
ん
鉱
石

(
キ
リ
バ
ス
の

は

一
九
七
九
年
で
枯
渇
し
た
と
い
わ
れ
る
)
'
フ
ィ
ジ
ー
'
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
金
'
バ
ヌ
ア
ツ
の
マ
ン
ガ
ン
､
と
鉱
物

の
種
類
に
よ
-
少
数
の
国
に
限
ら
れ
る
｡
そ
し
て
'
金
と
マ
ン
ガ
ン
を
除

け
ば
'
こ
れ
ら
は
そ
の
国
最
大
の
輸
出
品
で
あ
る
｡

あ
と
は
農
林
水
産
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
中
で
'
コ
プ
ラ
は
も

っ
と
も
多
く
'

一
二
カ
国
か
ら
輸
出
さ
れ
'
そ
の
う
ち
キ
リ
バ
ス
'
バ
ヌ

ア
ツ
'
西
サ
モ
ア
の
三
カ
国
で
は
最
大
の
輸
出
品
で
あ
る
｡

コ
コ
ナ
ツ
油
は
六
カ
国
か
ら
輸
出
さ
れ
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
仏
領

ポ
リ
ネ
シ
ア
､
ト
ン
ガ
で
は
第

一
位
を
占
め
て
い
る
｡

パ
ー
ム
･
オ
イ
ル
は
パ
プ
ア
二
1
ユ
ー
ギ
ニ
ア
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
輸

出
品
で
あ
る
｡

バ
ナ
ナ
は
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
ト
ン
ガ
'
西
サ
モ
ア
か
ら
輸
出
さ
れ
'
他



第3-7表 各 国 別 輸 入 品 (1977年)

0食 料

1飲料 ･タバ コ

2粗 原 料

3鉱 物 ･燃 料

4i由 脂

5化 学 製 品

6工 業 製 品

7機 械

8その他
工業製品

9そ の 他

合 計

(単位 ;千豪 ドル)

千_十十_tI-

出典 :SPC(1979).

日11中



第3-8表 各 国 別 輸 入 品 (1978年)

0食 料

1飲料 ･タバコ

2粗 原 料

3鉱 物 ･燃 料

4油 脂

5化 学 製 品

6工 業 製 品

7横紙 ･
運輸装備

8その他
工業製品

9そ の 他

合 計 一一一 一 一

出典 :SPC (1980).

91 1,17013,030

〔0

1

.

1'47;1111'59.4;i4冒:65≡;

二一二 一~~

128;工 ::

(単位 :千葉 ドル)

∴

--T∴ _



第 3-9表 各 国 別 輸 入 ･晶 (1980年)

0 食 料

1 飲 料 ･タ バ コ

2 粗 原 料

3 鉱 物 ･燃 料

4 油 脂

5 化 学 製 品

6 工 業 製 品

7 枚械 ･運輸装備

8 その他工業製品

9 そ の 他

合 計 - 一一 一:

出典 :SPC (1982).

溝 等 lliii

(単位 :千乗 ドル)

一 一一 一 一

64,784130,1372,9161888,536 3,描

1111ii



第 3-10表 各 国 別 輸 出 品 (1977年)

出典 :SPC (1979).

注.I) フ ィジーの ココナツ,オイルシー ド,ケーク, i-ル. トソガの乾燥 ココナ ツ,

2) フ ィジーの シ ョウガ,仏飯 ポ .)ネシ7と トソガのバニラ.

3) フ ィジーの糖蜜,パブ7･ニューギこ7のゴム. トソガでは大部分, タロイモ,ヤムイモ, スイカ, カJI(Kava),
4) 米飯サモアの魚 (カソヅメ) の副産物,他 の国の コプラの副産軌

5) フ ィジーの金.キ 1)バ スの りん鉱石. ニューカレ ドニ7のニッケル.パブ7 ･ニューギニ7は大部分が銅で少量 の金.

6) 大部分が再輸乱 しか し仏顔 ポ t)ネシ了は再輸出を含 まず.



第3-11表 各 国 別 輸 出 品(1978年)

米
債
サ
モ
7コ 7 7

コ コ ナ ツ ナ由

パ ー ム ･オ イ ル

′､ ナ ナ

果 物 等

砂 糖

コーヒー ･紅茶 ･
ココア ･スパイス

他 の 農 産 物

動 物 の ユ サ

魚 介 析
木 材 ･木 製 品

鉱 物

艮 ･サ ソ ゴ
17)

そ の 他17)
合 計

バヌ7
ツ
3483

カ

レドニ7

二二

出piふ二

ナ

ウ

ル〃3,641【1-i -1921l-l14,4751
12,18914,653
トケラウ
トソガ

ツ

バル

(単位 :千束 ドル)

西

サモア

;】 1ヨ2'1363日 07'0273i…室

出典 :SPC (1980).
注.1)主にマグ ロ.2)主にパ ッシ ョン ･フルーツ.3)シ ョウガ.4)バ ニラ.5)コ-ヒ

主に コーヒー.8)主にバ ニラ.9)主 に糖蜜.10)米.ll)主柾金.12)りん鉱石.13)
向けの りん鉱石のみ.14)ニッ ケ ル . 15)マンガン.16)鍋.17)再輸 出を含む.18)

-.6)ココアと少量 の コーヒー.7)
オース トラ1)7とこユージーラソ ド

｢他の作物｣を含む.19)主に牛肉.

111tll
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(単位 :千葉 ドル)

第3-12表 各 国 別 輸 出 品 (1980年)

ト

ケ

ラ

ウ

諸

島

ソ

ロ

モ

ソ

ユ
ー
ギ

ニ

ア

パ

プ

ア

･

ニ

恥

88

-
の

69

糊
76
98

6

.G

3

3

3

9
1

二

67[8,24 7

431

3)
1,208

11)
2,954

318

2,547

15,525

出典 :SPC (1982).
注.I)主 に マ グ ロ. 2)主にパッシ ョ ソ･フルーツ.3 ) 主にタ｡ イモ.4) シ ョウガ_5) バニ ラ. 6)コーヒー･7)68野コー

ヒー,270/oコ コア,50/O紅茶.8) ココ7.9)主にバ ニ ラ.10) 930/Oココ7,70/oコー ヒー.ll) ココ7.12)糖#.13)-
チミツと ミツ ロウ.14)主に米. 15)主 に乾燥 ココナ ツ.16)白檀. 17)金.18) ニッケル.19)980/o銅,29/o金.20)金.
21) てソガ ソ .22)主 に養殖真珠 . 23)再輸出を含む.



の
果
物
類
は
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
フ
ィ
ジ
ー
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
.
ニ
ウ
ニ
'

ト
ン
ガ
'
西
サ
モ
ア
t
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
O
ク
ッ
ク
諸
島
の
果
物
類

の
棉
出

(な
ま
物
と
カ
ン
ヅ
メ
)
と
ニ
ウ
エ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
･
フ
ル
ー
ツ

は
'
国
で
第

一
の
輸
出
品
で
あ
る
O

砂
糖
'
糖
蜜
'
シ
ョ
ウ
ガ
は
フ
ィ
ジ
ー
'
バ
ニ
ラ
は
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

と
ト
ン
ガ
'
コ
-
ヒ
I
は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
バ
ヌ
ア
ツ
'
パ
プ
ア
･

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
'
コ
コ
ア
は
バ
ヌ
ア
ツ
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
西
サ
モ
ア
'

ペ
ッ
ト
･
フ
ー
ド
は
米
領
サ
モ
ア
'
野
菜
は
ト
ン
ガ
t
の
輸
出
品
で
あ
る
｡

こ
の
う
ち
'
フ
ィ
ジ
ー
の
砂
糖
は
こ
の
国
の
か
せ
ぎ
頭
で
あ
る
｡
あ
と
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
が
米
を
輸
出
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
｡

砂
糖
'
コ
ー
ヒ
ー
'
コ
コ
ア
'
コ
ブ
ラ
は
世
界
的
な
商
品
で
'
し
か
も

こ
の
地
域
の
生
産
は
世
界
的
に
み
れ
ば
小
さ
い
の
で
'
世
界
市
況
の
影
響

を
大
き
く
う
け
る
こ
と
に
な
る
｡

あ
と
'
林
産
物
は
'
パ
プ
ア
･
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
フ

ィ
ジ
ー
'
バ
ヌ
ア
ツ
'
ト
ン
ガ
'
魚
介
類
は
'
米
領
サ
モ
ア
'
パ
プ
ア
･

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
'
フ
ィ
ジ
ー
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'

キ
リ
バ
ス
'
ト
ン
ガ
'
ツ
バ
ル
の
輸
出
品
で
あ
る
｡

内

南
太
平
洋
諸
国
冊
の
貿
易

次
に
南
太
平
洋
諸
国
間
で
の
貿
易
を
み
て
み
よ
う
｡
第
3
-
13
､
14
表

が
そ
れ
で
あ
る
｡
こ
れ
で
み
る
と
'
こ
れ
ら
諸
国
間
の
貿
易
は
意
外
に
多

《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
帝
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
｡
前
掲
第
3
-
2
表
か
ら
'

一
九
八
〇
年
の
地
域

外
の
国
へ
の
輸
出
金
額
の
合
計
は
'

一
八

･
八
億
豪
ド
ル
で
あ
る
の
に
'

第
3
-
14
蓑
の
合
計
額
は
､
三
二
四
7
万
豪
ド
ル
弱
で
あ
る
か
ら
'
二
野

弱
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
｡

こ
れ
に
は
'
い
ろ
い
ろ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
'

山

域
内
国
同
志
で
は
'
貿
易
で
き
る
も
の
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
｡

鉱
産
物
は
ま
ず
不
要
だ
L
t
熱
帯
産
の
食
料
も
ほ
と
ん
ど
い
ら
な
い
｡

仰

運
賃
は
'
距
離
が
増
え
れ
ば
逓
減
し
て
い
く
か
ら
'
地
域
外
に
輸

出
し
て
も
非
常
に
不
利
で
は
な
い
こ
と
｡
ま
た
輸
送
の
便
も
'
旧
･

現
宗
主
国
と
の
間
に
多
い
こ
と
｡

㈲

援
助
等
の
か
ら
み
も
あ
っ
て
'
旧

･
現
宗
主
国
と
の
貿
易
関
係
が

強
い
こ
と
｡

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
｡

し
た
が
っ
て
'
域
内
の
貿
易
は
'
近
隣
の
国
で
済
ま
せ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
そ
の
中
で
'
輸
出
入
と
も
フ
ィ
ジ
ー
が

多
く
の
域
内
の
国
と
貿
易
を
お
こ
な
っ
て
い
て
'
南
太
平
洋
諸
国
で
も
っ

と
結
び
つ
き
を
強
め
た
経
済
圏
に
な
る
場
合
'
フ
ィ
ジ
ー
が
中
心
に
な
る

こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る

(も
ち
ろ
ん
'
フ
ィ
ジ
ー
の
地
理

的
位
置
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
)｡
あ
と
'
輸
入
で
は

米
領
サ
モ
ア
'
輸
出
で
は
パ
プ
ア
:
一
ユ
ー
ギ
ニ
ア
が
多
く
の
国
と
貿
易

し
て
い
る
｡

二三三
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(単位 :千豪 ドル)

西

サ

モ

ア

第3-13表 南 太 平 洋 諸 国 間 の貿 易 (1978年)

フ

ツ

ナ

ウ

オ

リ

ス

･

ネ

シ

7

米

飯

-

タ
ロ

ト

ン

ガ

諸

島

ソ

ロ

モ

ソ

ユ

ー
ギ

ニ

ア

.ハ
プ
ア

･

こ

こ

ウ

エ

バ

ヌ

ア

ツ

カ

レ
ド

ニ
7

ニ

ュ

ー

ナ

ウ

ル

グ

ア

ム

キ

リ

.ハ

ス

ポ

リ
ネ

シ

ア

仏

頗

フ
ィ

ジ

ー

ク

ッ
ク

諸

島

米

銀

サ

モ

ア

一

一

一

一
-
一
一

7
▲
りノ
4

･･1

一
4
.

一

フ

一

一

I-

LrJ

rJ

I.I-J

L

霊

'
-
器

L

d
1

8-3

誓

e
d

ア
島

一

7
ス

ム

ル
ド

ッ

エ

l

蒜

ジ

㌢

ル

ア

ーlH

サ飯栄

ク ッ ク

7 イ

仏 嶺 ポ リ
キ リ バ

グ ア

ナ ウ

ユー ･カ

7

ノミ -I Ir

ウ

パプ ア

7

島

ガ

シ

諸

ネ

ソモ

ソ
ク

ギ ニ

ソ ロ

ト

米 飯
ア

ツ ノミ ノし

ウ オ リス ･フ ツ

ナ

西 サ モ アl 1

出典 :SPC (1980).

注(1) 1) 城内のいずれの国にも輸出な し.

2) ッパルを含む.

(2) -は貿易があ って も5(刀 豪 ドル未満であることをしめす



第3-14表 南 太 平 洋 諸 国 間 の貿 易 (1980年)
(単位 :千葉 ドル)

フ

ツ

ナ

ウ

オ
リ

ス

･

ツ

バ

ル

ネ

シ

ア

米

領

-
ク

ロ

ト

ソ

ガ

諸

島

ソ

ロ

モ

ソ

ユ

ー
ギ

ニ
ア

パ

プ
ア

･
こ

こ

ウ

エ

バ

ヌ

ア
ツ

l

】
6

]
-
L
l
7

L
-
22

一
J

4

カ

レ
ド

ニ

7
.

ニ

ュ

⊥

一
9
0ノ
L
一
0

1

7

L

L

)
3

L

/0
3

7

3
つ山

0

ナ

ウ

ル

グ

ア

ム

キ

リ
バ

ス

ポ

リ
ネ

シ

ア

仏

領

フ

ィ

ジ

ー

ク
ッ

ク
諸

島

米

飯

サ

モ

ア

出典 :SPC (1982).
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《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

㈹

日
本
と
こ
の
地
域
と
の
貿
易

日
本
と
南
太
平
洋
諸
国
と
の
貿
易
は
ど
う
か
を
み
て
み
た
も
の
が
､
第

3
-
t5
'
t6
表
で
あ
る
0

第

3
-
15
表
は
.

1
九
七
九
-
八

1
年
に
つ
い
て
輸
出
入
額
を
み
た
も

の
'
第

3
-
16
表
は
'

1
九
八

1年
の
日
本

へ
の
輸
出
品
の
主
要
な
も
の

を
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
｡

八

1
年
の
日
本

へ
の
輸
出
総
額
は
'
パ
プ
ア
ニ
=

-
ギ
ニ
ア
が
と
び

ぬ
け
て
大
き
く
'
あ
と
は
､
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
､
フ
ィ
ジ
ー
'
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
'
グ
ア
ム
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
'
ナ
ウ
ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が

大
き
く
'
つ
い
で
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
西
サ
モ
ア
と
続
く
｡
こ
の
う
ち
'

グ
ア
ム
'
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド

ニ
ア
'
ナ
ウ
ル
は
ほ
と
ん
ど
鉱
産
品
で
あ
る
｡

残
り
の
国
々
は
､
大
部
分
が
農
林
水
産
品
で
あ
る
｡
そ
の
中
で
'
フ
ィ

ジ
ー
の
砂
糖
'
西
サ
モ
ア
の
コ
プ
ラ
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
林
産
品
'
キ
リ

バ

ス
の
水
産
品
な
ど
は
'
そ
の
国
の
日
本
向
け
輸
出
総
額
の
七
〇
界
以
上

を
占
め
て
い
る
｡

日
本
か
ら
の
輸
入
も
'
大
き
な
と
こ
ろ
は
'
ほ
ぼ
同
じ
国
が
占
め
る
｡

日
本
に
対
し
出
超
に
な
っ
て
い
る
国
は
'
パ
プ
ア
二
l
ユ
ー
ギ
ニ
ア
'
ニ

ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'
ナ
ウ
ル
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
だ
け
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の

国
は
'
鉱
産
品
'
林
産
品
と
い
う
強
い
輸
出
品
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
｡注

(
-

)

P
a
c
ij
ic

Z
s
k
m

d
s

Y
ea
r
b
o
o
k
,
]
3
Eh

ed
･

二
三
六

(
2
)

G
o
v
e
rnm
e
n
t

o
f

N
iue.
N
iu
e
N
at
i

o
n
a
l

D
e
v
eLop
･

m
27Zt
P
Lzn
]
98
0

-

)985.
A
u
g
.
)979
.

(
3

)

C
b
o
k

t
s
la
n
d
s
S
k
ISE.S
tic
a
l
A
b
sira
c
t
2
J

9
7
9
･

四

太
平
洋
諸
国
の
農
業
の
特
質

太
平
洋
諸
国
の
農
業
の
特
賓
を
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
論
ず
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
｡
基
本
的
な
デ
ー
タ
で
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
し
'

ま
た
'
各
国
で
持
っ
て
い
て
も
'
日
本
で
入
手
す
る
こ
と
は
軒
し
い
｡

F
A
O
な
ど
の
統
計
で
も
載
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
o
そ
れ
は
'
そ

も
そ
も
統
計
が
な
い
場
合
と
'
あ
っ
て
も
'
作
目
等
に
よ
っ
て
は
'
世
界

的
に
み
れ
ば
あ
ま
-
に
小
さ
く
'
掲
載
の
最
低
単
位
に
達
し
な
い
た
め
載

っ
て
い
な
い
'
等
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
こ
で
は
'
で
き
う
る
限
り
統
計
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
'
農
業
の
特
質

を
記
し
て
み
た
い
｡

r

経
済
に
お
け
る
農
業
の
仕
薗

農
業
の
経
済
に
お
け
る
地
位
で
は
'
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
'
人
口
セ

ン
サ
ス
に
よ
る
業
種
別
就
業
構
造
比
率
が
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
農
林

水
産
業
人
口
は
'
前
述
の
よ
う
に
'
七
八
%
の
ウ
オ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
か
ら
'

○
労
の
ナ
ウ
ル
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
｡

こ
れ
を
'
ウ
オ
リ

ス
･
フ
ツ
ナ
'
西
サ
モ
ア
､
パ
プ
ア
:
l
ユ
ー
ギ
ニ
ア
'
ト
ン
ガ
'
ソ
ロ



第3-15表 日本 の 南 太 平 洋 諸 国 と の 貿 易
(単位 :千円)

出典 :『日本貿易月表』'79,'80,'81年各12月号.

荏.ニューカレドニアはウオリス ･7ツナを含む. ノーフォークは原錐では ｢その他のオーストラリア頗｣となっているので,

クリスマス島,ココス島等を含む.

1日llヰJ



第 3-16表 日本の南太平洋諸国からの主要輸入品目 (1981年)

主 要 輸 入 品 目

7

島

モ

諸

サ

タ

領

ツ

米

ク

フ ィ ジ ー

仏 銀 ポ リ ネ シ ア

辛 ●ヽノーlソ
ス

グ ア ム

ナ ウ ル

ニ ュ ー カ レ ド ニ 7

′→ ヌ 7 ツ

ウ エ

ノ ー フ ォ ー ク

パプ ア ･ニューギ ニア

ビト ケ 7 ソ

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

ト ソ カー

米 債 ミ ク ロ ネ シ ア

ル

アモ

○
ヽノ

サ

ッ

西

加工魚(41.9C/0)重油(34.60/0)
黒ちょう見殻(53.00/o③)羊皮(32.50/o⑨)

砂糖(分蜜培う(87.70/o)糖蜜(8.60/o⑥)

真珠(95.50/O④)

カツオ(100.00/o⑨)

重油(9L･9%)アル ミ合金 くず(3.40A)

りん鉱石(粉砕 してある)(71.40/0)同 (珍
砕 していない)(24.60/o⑤)

ニ ッ ケ ル 鉱 (69,60/o①)フ ェ ロ ニ ッ ケ ル

(19.60/O①)

牛肉(44.7yo⑥)加工魚(30.2ヲ/o⑥)加工肉
(13.90/o@)

その他の生鮮果実(1CO.00/o)
貴石(100.00/a)

銅鉱(70.00/o③)広葉樹の丸太および素材
(13.00/O②)コプラ(6.70/o①)

広葉樹の丸太および素材(73.60/O⑤)コプ
ラ(8.70/o②)カツオ(8.00/O①)

木材(72･90/o⑨)黒ちょう見殻(23.60/o⑧)

コプラ(18.50/o④)カツオブシ(9.80/o⑥)
高瀬見殻(6.00/o⑤)再輸入(58.10/o)

コプラ(79.90/o③)カカオ豆(5.4ヲ/a)羊肉
(5.10/o@)

出典 :『日本貿易 月表』'81年12月号,

注(1) 品 目名の ( )内の0/Oは当該国か らの総輸入額 に占める当該品 日のシ ェ7.

0内の数字は, 日本の当該品 目の輸入相手国順位.

(21 『日本貿易 月表』は細分炉のため,品 目名が長い ものが多いが簡略化 した.

(31 ニュー カレ ドニアは ウオ リス ･フツナを含む. ノーフ ォー クは,原典では

｢その他のオ-スtlラ1)7倍｣となっているので, クリスマス島,ココス島等

を含む.
八



第4-1表 国内総生産 (GDP)における農業の寄与

出典 :ADB (1980).
西 サ It了は GovernrnentofWesternSamoa,WesternSaTYK氾'sFoILrfh

FiveYea7･DevelopmentPlan,1980-1984.
荏.I) 当年生産者価額 に よるGDP.

2) 要素価格 ･1968年固定価格 に よるGDP.
3) 要素価格 ･当年価格 に よるGDP.

モ
ン
諸
島
'
フ
ィ
ジ

ー
(
四
四
労
)
の
農
業
中
心
の
グ
ル
ー
プ
と
'
ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア

(
二
八

%
)
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
ニ
ウ
ニ
'

キ
リ
バ
ス
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'
ツ
バ
ル
､
グ
ア
ム
'
ナ
ウ
ル
の
農
業
が
相

対
的
に
大
き
な
位
置
の
占
め
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
よ
う
｡
後

者
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
'
ニ
ウ
エ
の
よ
う
に
'
農
業
は
自
給
用
に
重
要

な
の
だ
が
'
就
業
人
口
の
過
半
を
公
務
サ
ー
ビ
ス
が
占
め
て
い
る
の
で
農

林
水
産
業

の
比
率
が
低
い
と
こ
ろ
'
キ
リ
バ
ス
の
よ
う
に
'
経
済
を
支
え

て
き
た
-
ん
鉱
石
の
枯
渇
後
'
重
心
を
農
業
'
漁
業
に
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
｡
ま
た
'
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
'
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
'

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'
ク
ッ
ク
諸
島
'
グ
ア
ム
で
は
観
光
の
地
位
が
高
い
こ
と

が
'
商
業

へ
の
就
業
人
口
が
高
い
こ
と
に
反
映
し
て
い
る
｡
グ
ア
ム
や
仏

領
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
の
軍
事
基
地
収
入
'
ナ
ウ
ル
の
り
ん
鉱
石
'

ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア
の
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
も
大
き
い
｡

1
方
'
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
中
に
農
業
の
占
め
る
比
率
と
い
う

形
で
'
農
業
の
地
位
が
わ
か
る
国
は
'
余
り
多
く
な
い
が
t
A
D
B

『南

太
平
洋
農
業
』
に
第
4
1
1
表
が
載

っ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
く
.
こ

の
他
に
'

ニ
ウ
工
に
t

l
九
七
七
/
七
八
年
に
'
現
金
経
済
の
み
の
要
素

(I
)

価
格
に
よ
る
国
民
総
生
産
で
農
業
収
入
が
'
約
九
労
と
い
う
数
字
が
あ

り

'

ま
た
'
バ
ヌ
ア
ツ
で
'
年
次
は
不
明

二

九
七
九
年
と
思
わ
れ
る
)
だ
が
､

(.Il)

国
民
所
得
の
約
二
〇
%
と
い
う
数

字

(
公
務
サ
ー
ビ
ス
が
約
三
五
%
)
が

二
三
九



第 4-2表 農業生産指数 (1969-71-100)

出典 :FAO (1981),ProductionYearbook1981.

出
て
い
る
｡

な
お
'
前
出
第

2
-
9

表
に
就
業
人
口
別
に
デ
ー

タ
の
出
て
い
な
い
五
カ
国

に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
る

と
､
バ
ヌ
ア
ツ
は
'
農
産

物
は
'
マ
ン
ガ
ン
と
観
光

と
と
も
に
重
要
な
外
貨
源

で
あ
り
'
農
業
が
国
の
基

本
で
あ
る
｡
ト
ケ
ラ
ウ
と

ど
ト
ケ
ア
ン
は
'
小
さ
な

自
給
自
足
が
ほ
と
ん
ど
の

農
業
中
心
の
国
で
あ
る
｡

米
領
サ
モ
ア
は
'
他
の
国

と
異
な
り
漁
業
が
経
済
の

中
心
で
'
外
貨
獲
得
の
ほ

と
ん
ど
を
占
め
'
農
業
は

自
給
自
足
が
ほ
と
ん
ど
で
､

半
ば
商
品
生
産
を
行
な
っ

て
い
る
農
民
が
七
〇
人
'

二
四

〇

商
品
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
る
農
民
は
1
五
～
二
〇
人
し
か
い
な
い
と
い

わ
れ
る
｡

米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
は
'
経
済
の
中
心
は
農
業
と
と
も
に
漁
業
に
も

あ
る
｡

な
お
'
参
考
ま
で
に
'
第

4
-
2
表
に
F
A
O
の
資
料
に
よ
る
五
カ
国

(
こ
れ
だ
け
し
か
資
料
が
な

い
)
の
農
業
生
産
指
数
を
載
せ
て
お
-
0

E

自
給

農

業

南
太
平
洋
諸
国
の
農
業
は
'
自
給
農
業
と
換
金
農
業
が
あ
る
う
ち
'
自

給
農
業
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
が
特
長
と
い
え
る
｡
こ
れ
は
'

す
で
に
第
二
章
に
お
い
て
'
第
2
-

10
'
〓
表
で
し
め
し
た
こ
と
か
ら
も

言
え
る
｡

自
給
農
業
で
重
要
な
の
は
'
主
食
た
る
イ
モ
類
で
あ
ろ
う
O
F
A
O
の

統
計
に
は
'
イ
モ
類
は
た
く
さ
ん
の
国
が
載
っ
て
い
る
の
で
'
第
4
-
3

蓑
に
載
せ
て
お
-
｡
生
産
量
は
増
え
て
は
い
る
が
'
増
加
率
は
大
き
-
は

な
い
｡

バ
ナ
ナ
も
主
食
と
い
っ
て
よ
い
の
で
'
そ
の
生
産
統
計
を
第

4
-
4
表

に
載
せ
て
お
く
｡
前
に
'
第
3
-

10
-
I2
表
で
み
た
よ
う
に
'
バ
ナ
ナ
は

｢果
物
類
｣
と
別
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
バ
ナ
ナ
が
他
の

果
物
と
異
な
り
主
食
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
Q
な



第 4-3表 イ モ 類 の 生 産 量
(単位:千トン)

1977 i 1978 1 1979 】 1980 1 1981

7

2

9

0

2

つム

4

∩
)
2

9

1

1

4

つム
-

(∠

3

1

8

1

4

3

0

∩
)
2

7

9

1

1

4

2′○

17

っム
7

∩)
つん
つん
3

∩
)

1

4

2

11

つム
3

2

1,1∝)

78

一
3

3

0

9

8

9

1

1

3

9⊂J

9廿 ≡妻

91 91

米 飯 サ モ 7

ク ッ ク 諸 島

フ ィ ジ ー

仏 領 ポ リ ネ シ ア

キ リ ノミ ス

グ ア ム

ニ ュ ー カ レ ド ニ ア

ノー ヌ 7 ツ

ウ ユ

J!プ 7 ･ニ ューギ ニア

ソ ロ モ ソ 諸 島

ト ケ ラ ウ

1

米 髄 ミ ク ロ ネ シ ア 9

1,332 1,505

ウ オ リ ス ･フ ツ ナ

西 サ モ ア

計

出典 :FÅo(1979),FÅo(1980),FÅo(198け

注.数字は大部分推計値.

ここで ｢イモ塀｣ としたのほ RootsandTubers,Total.

お
'
同
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
ト
ン
ガ
'
ク
ッ
ク
諸
島
'

西
サ
モ
ア
は
バ
ナ
ナ
を
輸
出
し
て
い
る
｡

貨
幣
経
済
の
浸
透
と
と
も
に
'
自
給
農
業
の
比
率
は
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
減
っ
て
は
い
る
と
思
わ
れ

る
が
'
離
島
と
か
奥
地
に
あ
っ
て
'
海
上

･
陸
上
の
交
通

が
不
便
な
た
め
'
自
給
農
業
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い

と
こ
ろ
も
多
い
｡

㈲

換
金
農
業
と
輸
出

換
金
農
業
に
よ
る
生
産
物
は
'
輸
出
さ
れ
て
い
る
も
の

も
多
い
が
'
そ
れ
ら
の
多
く
は
'
砂
糖
､
コ
ー
ヒ
ー
'
コ

コ
ア
'
ゴ
ム
'

コ
プ
ラ
'
コ
コ
ナ
ツ
油
な
ど
の
よ
う
に
'

世
界
的
な
市
場
が
成
立
し
て
お
り
.
価
格
は
そ
こ
で
き
ま

っ
て
し
ま
う
｡
そ
し
て
世
界
的
に
は
少
量
輸
出
国
に
す
ぎ

な
い
南
太
平
洋
諸
国
は
'
そ
の
価
格
に
し
た
が
わ
ざ
る
を

え
な
い
o

l
方
'
第
3

-
1
-

12表
に
み
た
よ
う
に
'
こ

れ
ら
の
国
の
大
部
分

は
'
こ
れ
ら
の
作
物
の

一
つ
か
二
つ

が
輸
出
の
柱
に
な
っ
て
い
る
O
そ
こ
で
.
輸
出
総
額
は
不

安
定
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
｡

た
と
え
ば
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
貿
易
は
'
入
超
に
な
っ

二
四

1



第4-4表 バ ナ ナ の 生 産 量

t1969-7.日 977 日 978 i 1979 1 1980

l

つム

4

1

4

3

-

1

2

つん
つん
つ
ん

5

3

つム

Mノ

9

9

1l 1

900

20

3

2

820

20

22

∴

1

758

2と】

7島一7ス

q
J

諸

サ

ク

領

ツ

米

ク

シ

ジ

ネ

バ

日ソ

イ

ポ

リ

銀

フ

仏

辛

ニ ュ - カ レ ド ニ 7

ヌ 7 ツ

ウ エ

パ プ ア ･ニ ュ ーギ ニ ア

サ モ ア

ト ソ カサ

米 飯 ミ ク ロ ネ シ ア

合 計

世 界 合 計

出典 :FÅo(1979),FÅo(1980),FÅo(1981).

二四二

たり'出超になったりしているが､これは'主輸出品たるコブラの価格の変動によるところが大きい｡たとえば'同国のコプラ輸出額はtt九七六年に'三六三万五千ソロモンドルだったのが､一九七九年にはl六九九万二千ドルと四･七倍になっている｡生産量はそれほど大きく変動しないと思われるので'インフレの影響を差し引いても'価格による影響がいかに大きい

かがわかる(同じ年に西サモアも四･七倍になっている)0

また.輸出農産物は'競合する他地域の国に比べ生産費が高い場合が多い｡コプラやココナツ油のように'域内国同志で競

合するものもある｡

帥換金農業と土地

換金農業は'小農によるものと'プランテーションによるものとがあり'両者が併存している国が多いが'プランテーションがない国もある｡小農の生産物は'主として国内で消費されるが'輸出されている農産物の中に'プランテーションによるものとともに'小農によるものが含まれることが多く'国･作物によっては､小島によるものが大きい場合もある｡たとえば'

フィジーのサーウキビ'キリバスのコプラなど｡

各国政府は'小農によるものと'プランテーションによるも



の
と
､
両
方
で
､
生
産
増
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
｡
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
う
が
生
産
効
率
は
よ
い
が
'
政
治
的
理
由
か
ら
'

小
農
に
よ
る
生
産
増
に
も
力
を
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
｡

規
模
拡
大
に
よ
る
生
産
の
効
率
化
に
は
'
土
地
が
大
き
な
制
約
条
件
と

な
る
O
ま
ず
土
地
そ
の
も
の
が
限
ら
れ
て
お
り
'
原
始
的
な
共
有
地
が
多

く
残
っ
て
い
る
国
が
多
い

(仏
領
'
米
領
の
国
'
ナ
ウ
ル
'
キ
リ
バ
ス
'

ピ
ト
ケ
ア
ン
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
小
さ
な
国
t
を
除
く
｡
ト
ケ
ラ

ウ
の
よ
う
に
全
部
が
共
有
の
と
こ
ろ
も
あ
る
)
O
共
有
地
は

1
椴
に
い
え

ば
耕
地
の
拡
大
を
は
ば
み
､
大
規
模
化
に
よ
る
農
業
の
発
展
の
障
害
に
な

る

(
し
か
し

一
面
で
は
'

一
た
ん
共
有
者
の
意
見
が
き
ま
れ
ば
'
大
規
模

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
)
｡
生
産
効
率
が
よ
く
な
け
れ
ば
生
産
費
が
か
さ

み
'
輸
出
競
争
力
が
落
ち
る
｡

㈲

労

働

力

生
産
費
が
高
い
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
は
'
賃
金
が
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
に
比
べ
高
い
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
宗
主
国
に
自
由
に
移

動
で
き
た
-
'
国
外
出
稼
ぎ
が
で
き
た
り
し
て
労
働
力
が
む
し
ろ
不
足
気

味
の
国
が
多
い
か
ら
で
あ
る

(西
サ
モ
ア
や
ツ
バ
ル
な
ど
出
稼
ぎ
先
の
事

情
で
'
国
外
出
稼
ぎ
が
で
き
に
く
く
な
っ
た
た
め
の
人
口
過
剰
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
)
｡

国
外
流
出
と
と
も
に
､
人
口
の
都
市

へ
の
集
中
傾
向
が
ほ
と
ん
ど
都
市

《
ノ
ー
-
》

南
太
平
洋
帝
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

ら
し
い
都
市
の
な
い
国
を
除
く
と
'
共
通
し
て
み
ら
れ
る
｡

熟
練
労
働
力
は
ほ
ほ
共
通
し
て
不
足
し
て
お
り
'
教
育

･
訓
練
が
必
要

で
あ
る
｡

内

交

通

輸
出
生
産
物

の
費
用
に
影
響
す
る
も
の
と
し
て
'
交
通
機
関
が
大
き
な

意
味
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
る
｡

南
太
平
洋
諸
国
で
は
'
飛
行
機
に
よ
る
交
通
は
'
昔
よ
り
便
利
に
な
っ

た

(ト
ケ
ラ
ウ
'
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
よ
う
に
飛
行
場
の
な
い
国
も
あ
る
)
0

自
前
の
航
空
会
社
を
持
っ
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
｡

し
か
し
'
船

の
交
通
に
つ
い
て
い
う
と
'
他
地
域

へ
の
傍
を
別
に
す
れ

ば
'
国
内
で
の
船
に
よ
る
交
通
は
'

一
〇
年
と
か
二
〇
年
前
に
比
べ
'
不

便
に
な
っ
た
国
が
多
い

(燃
料
の
値
上
が
り
が
影
響

し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
)
｡
海
上
交
通
が
不
便
な
た
め
に
'
農
産
物
を
出
荷
で
き
ず
'
換
金
農

業
が
で
き
な
い
こ
と
が
珍
し
く
な
い
｡

た
と
え
ば
'
ウ
ォ
リ
ス
･
フ
ツ
ナ
は
'
た
が
い
に
二
〇
〇
キ
ロ
慨
れ
た

主
島
'
ウ
ォ
-
ス
と
フ
ツ
ナ
か
ら
な
-
'
ウ
ォ
リ
ス
か
ら
は
年

1
0
0
ト

ン
程
度
コ
プ
ラ
が
輸
出
さ
れ
る
が
'
フ
ツ
ナ
か
ら
は
船
の
便
が
な
く
輸
出

で
き
ぬ
た
め
コ
プ
ラ
を
豚
の
エ
サ
に
し
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
O

ま
た
､
1
国
内
の
生
産
地
か
ら
'
輸
出
港

(通
例
首
都
)
に
行
く
ま
で

の
集
荷
費
･
運
賃
が
'
輸
出
港
か
ら
地
域
外
の
輸
出
先
ま
で
の
運
賃
と
ほ

二
四
三



《
ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
諸
国
に
お
け
る
経
済
と
農
業

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
間
々
あ
る
｡

換
金
生
産
を
は
ば
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
は
'
船
の
交
通
の
未
整
備
と

共
に
陸
上
交
通
の
未
整
備
も
同
様
に
あ
げ
ら
れ
る
｡

㈹

食

生

活

前
述
の
よ
う
に
､
南
太
平
洋
諸
国
は
'
そ
の
農
業
の
か
な
り
の
部
分
を

1ヽ
p)

自
給
自
足
農
業
に
負
っ
て
い

る

o

t
方
'
前
に
第
2
-
7
-
9
表
で
み
た

よ
う
に
'
食
料
の
輸
入
は
多
く
'
大
部
分
の
国
で
は
増
え
て
い
る
｡
前
述

の
よ
う
に

一
七
力
国
中
六
カ
国
が
'
輸
入
額
で
最
大
と
な
っ
て
お
り
'
他

の
国
も
三
位
ま
で
に
は
入

っ
て
い
る
｡

こ
れ
は
'
商
品
経
済
部
門
で
､
小
麦
粉
'
白
米
'
砂
糖
'
肉
や
魚
の
缶

詰
の
導
入

･
普
及
に
よ
-
'
食
生
活
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
い
｡
そ
し
て
こ
の
変
化
は
都
市
化
と
も
開
通
し
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
食
料
を
自
国
で
作
る
こ
と
は
'
な
か
な
か
難
し
い
｡

米
が
F
A
O
の
生
産
統
計
に
出
て
い
る
国
は
'
フ
ィ
ジ
ー
.
パ
プ
ア
･

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
四
カ
国
の
み

で
､

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
-
収
量
は
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
が
三
ト
ン
前
後
'
フ

ィ
ジ
ー
'
パ
プ
ア
二
l
ユ
ー
ギ

ニ
ア
が
二
ト
ン
前
後
'
米
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
は

一ト
ン
前
後
で
あ
る
｡
生
産
が
あ

っ
て
も
消
費
量
に
は
足
り
ず
輸
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

こ
の
う
ち
'
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
だ
け
は
異
色
で
'
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
'

二
四
四

米
を
輸
出
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
同
国
の
米
作
り
は
'
主
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
会
社
が
大
規
模
に
機
械
を
使

っ
て
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
'

米
の
味
が
好
ま
れ
な
い
た
め
'
産
米
は
輸
出
に
ま
わ
し
'
輸
出
を
上
回
る

量
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
｡

畜
産
で
は
'
豚
は
伝
統
的
に
あ
り
'
鶏
も
小
規
模
に
あ
る
｡
牛
も
'
西

サ
モ
ア
な
ど
は
'
｢
コ
コ
ナ
ツ
の
木
の
下
で
年
を
｣
計
画
な
ど
で
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
｡
バ
ヌ
ア
ツ
な
ど
輸
出
し
て
い
る
国
も
あ
る
｡
し
か
し
'

全
体
と
し
て
み
れ
ば
'
と
て
も
需
要
に
は
追
い
つ
け
な
い
｡

水
産
業
は
'
多
く
の
国
で
は
自
給
自
足
で
あ
り
'
加
工
設
備
も
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
D
L
か
L
t
二
百
カ
イ
ソ
宣
言
な
ど
で
水
産
資
源
が
注
目
を

ひ
き
'
積
極
的
に
水
産
業
を
お
こ
な
お
う
と
い
う
国
が
増
え
て
き
て
い
る
｡

注
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)

G
o
v
e
ln
m
e
n
t
O
f
N
iu
e
.
N
ilLe
N
a
tio
n
a
l
L
)et,L･Io
f,･

JrlL･n
L
P
l
an
1980-
1985.
1979.

(

2

)

外
務
省
大
洋
州
課
『
ヴ
7
F'ア
ツ

共
和
国

一
般
事
情
』

(
1

九

八

l
年
)
0

(
3

)

ツ
バ
ル
､

ナ
ウ
ル
'
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
'
グ
ア
ム
と
い
っ
た
国

を
除
-
と
'
伝
統
的
な
食
生
活
を
す
れ
ば
'
輸
入
せ
ず
自
給
自

足
で
や

っ
て
い
け
る
と
思
わ
れ
る
｡

五

結

び

本
稿
は
'
南
太
平
洋
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
南
太
平
洋
地
域
の
小
島



国
の
経
済

･
農
業
に
つ
い
て
'
そ
の
共
通
性
に
力
点
を
置
い
て
記
し
た
も

の
で
あ
る
｡

諸
国
の
特
質
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
｡

S

概
し
て
'
小
さ
な
陸
地
に

l
国
と
し
て
は
少
な
い
人
口
が
住
ん
で

い
る
｡

㈱

1
国
の
中
で
も
'
小
さ
な
島
々
が
散
開
し
て
い
る
国
が
多
い
o

M

大
市
場
か
ら
離
れ
て
い
る
O

的

二
百
カ
イ
ソ
の
海
洋
面
積
は
'
陸
地
面
積
に
比
し
極
め
て
大
き
い
o

㈹

経
済
水
準
は
'
国
に
よ
っ
て
高
低
が
あ
る
が
'
低
い
と
こ
ろ
で
も
'

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
水
準
以
上
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
｢
飢
え
は
な

い
｣
と
い
え
よ
う
｡

())) (+)(ト)(～)

し
か
し
'

一
人
当
た
り
経
済
成
長
率
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

経
済
に
占
め
る
政
府
の
位
置
が
極
め
て
大
き
い
｡

都
市
化
の
程
度
は
国
に
よ

っ
て
異
な
る
が
'

一
人
当
た
り
国
民
総

生
産
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
大
き
い
｡

就
業
人
口
で
み
る
と
'
農
林
水
産
業
は
'
国
に
よ
る
差
が
あ
る
が
'

お
お
む
ね
'
最
大
の
産
業
で
あ
る
か
'
公
務
サ
ー
ビ
ス
業
に
次
ぐ
O

製
造
業
は
小
さ
い
o

㈱

自
給
自
足
部
門
が
大
き
い
｡

貿
易
か
ら
み
る
と
次
の
通
り
｡

㈹

輸
出
入
と
も
'
旧

･
現
宗
主
国
を
中
心
と
し
た
域
外
国
相
手
の
も

《
ノ
ー
ー
V

南
太
平
洋
強
国
に
お
け
る
軽
溝
と
農
業

の
が
'
域
内
の
も
の
よ
り
は
る
か
に
多
い
｡
日
本
相
手
の
も
の
も
多

い
｡

㈱

数

カ
国
を
除
く
と
入
超
で
あ
り
'
地
域
全
体
と
し
て
も
大
幅
な
入

超
で
あ
る
｡

困

入
超
の
補
て
ん
は
'
旧

･
現
宗
主
国
を
中
心
と
し
た
外
国

･
国
際

機
関
の
援
助
'
国
外
出
稼
者

･
移
住
者
の
送
金
'
観
光
'
郵
便
切
手
'

軍
事
基
地
な
ど
の
収
入
t
な
ど
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
｡

E

輸
入
で
多
い
の
は
'
食
料
'
鉱
物

･
燃
料
'
工
業
製
品
'
機
械

･

運
輸
装
備
で
あ
る
｡

㈹

輸
出
は
'
ほ
ぼ

(鉱
産
物
を
含
ん
だ
)

l
次
産
品
に
限
ら
れ
'
そ

れ
も
'

一
国
あ
た
り
'

一
-
二
が
大
き
な
部
分
を
占
め
る
｡

農
業
の
特
質
と
し
て
は
次
の
通
り
｡

的

自
給
自
足
農
業
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
｡

㈹

換
金
農
業
に
よ
る
生
産
物
は
'
輸
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
'

多
く
の
国
で
大
き
な
外
貨
獲
得
源
と
な

っ
て
い
る
が
'
多
く
は
世
界

的
な
商
品
で
あ
る
た
め
'
世
界
市
場
の
影
響
を
大
き
く
う
け
る
｡

M

共
有
地
が
広
く
存
在
す
る
土
地
制
度
'
不
足
が
ち
な
労
働
力
'
交

通
の
不
備
は
'
農
業
の
発
展
を
さ
ま
た
げ
る
方
向
に
働
い
て
い
る
｡

iI

食
生
活
の
変
化
は
'
農
業
を
多
様
化
さ
せ
る
よ
り
も
.
輸
入
に
食

料
を
依
存
す
る
度
合
を
深
め
る
方
向
に
あ
る
｡

二
四
五



<:ノ
ー
ト
》

南
太
平
洋
青
国
に
お
け
る
経
済
と
兵
業

本
稿
は
'
『南
太
平
洋
島
し
ょ
諸
国
の
農
業
-

現
状
と
開
発
の
課
題
』

(国
際
農
林
業
協
力
協
会
'
海
外
農
業
開
発
調
査
研
究

･
国
別
研
究
シ
リ

ー
ズ
N
O

l
三
'

一
九
八
二
年
三
月
刊
)
の
前
半
部

(主
と
し
て
現
状
を

扱
っ
た
部
分
)
を
新
資
料
を
加
え
て
書
き
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
｡
し
た

が
っ
て
現
状
を
論
述
す
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
｡

本
稿
で
取
り
扱
っ
た
地
域
に
つ
い
て
は
'
太
平
洋
研
究
会
の
活
動
や
'

太
平
洋
学
会
の
形
成
等
に
よ
っ
て
'
徐
々
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
は

い
え
'
ま
だ
ま
だ

一
般
の
関
心
は
低
い
L
t
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な

い

(
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
'
世
界
的
に
そ
う
で
あ
る
)
｡
特
に
経
済

と
農
業
に
つ
い
て
は
そ
-
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
本
稿
も
多
少
の
参
考

に
は
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

末
筆
な
が
ら
'
国
際
農
林
業
協
力
協
会
を
は
じ
め
と
し
て
'
本
稿
執
筆

に
当
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

二
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